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吹吹きき飛飛ばばせせ !!

10 月 8 日、大曲支援学校せんぼく校で「スポーツを楽し10 月 8 日、大曲支援学校せんぼく校で「スポーツを楽し
もう体験教室」が開催され、同校の同窓生や地域の方がもう体験教室」が開催され、同校の同窓生や地域の方が
参加し、卓球バレーやボッチャ、バドミントンなどのス参加し、卓球バレーやボッチャ、バドミントンなどのス
ポーツを楽しみました。（関連記事 21 ページ）ポーツを楽しみました。（関連記事 21 ページ）

の秋の秋
ス ポ ー ツ
笑 顔

で生まれるで生まれる



第34号▶10月21日現在

問 仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎ 43-3305

お 知 せら仙北市新型コロナウイルス仙北市新型コロナウイルス
ワクチン接種推進本部からワクチン接種推進本部から

▶ 田沢湖･･･ 田沢湖健康増進センター（市立田沢湖病院となり）

▶ 角 館･･･ 角館交流センター
▶ 西 木･･･ 西木コミュニティセンター

（西木温泉ふれあいプラザ クリオンとなり）

オミクロン株対応
ワクチン接種日程表

会
場

期日 時間 会場 予約人数

12 月 1 日木 16:00 田沢湖 60 人

12 月 3 日土 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 田沢湖 280 人

12 月 4 日日

9:00/9:30/10:00/
10:30/11:00

角館 792 人
14:00/14:30/15:00/15:30/

16:00/16:30/17:00

12 月 5 日🈷 14:00/14:30/15:00/15:30 角館 240 人

12 月 6 日火 14:00/14:30/15:00/15:30 角館 240 人

12 月 7 日水 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 西木 308 人

12 月 8 日木 16:00 田沢湖 60 人

12 月 10 日土 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 田沢湖 280 人

12 月 11 日日

9:00/9:30/10:00/
10:30/11:00

角館 792 人
14:00/14:30/15:00/15:30/

16:00/16:30/17:00

12 月 12 日🈷 14:00/14:30/15:00/15:30 角館 240 人

12 月 13 日火 14:00/14:30/15:00/15:30 角館 240 人

期日 時間 会場 予約人数

12 月 14 日水 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 西木 240 人

12 月 15 日木 16:00 田沢湖 60 人

12 月 17 日土 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 西木 308 人

12 月 18 日日 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 角館 462 人

12 月 19 日🈷 14:00/14:30/15:00/15:30 角館 240 人

12 月 20 日火 14:00/14:30/15:00/15:30 角館 240 人

12 月 21 日水 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 西木 308 人

12 月 22 日木 16:00 田沢湖 60 人

12 月 24 日土 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 田沢湖 280 人

12 月 25 日日 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 角館 462 人

12 月 26 日🈷 14:00/14:30/15:00/15:30 角館 240 人

12 月 27 日火 14:00/14:30/15:00/15:30 角館 240 人

12 月 28 日水 14:00/14:30/15:00/15:30/
16:00/16:30/17:00 西木 308 人

　電話予約と LINE 予約を二重にした場合は、LINE 予約が優先されますので、あらかじめご了承ください。

　仙北市新型コロナウイルスワクチン接種
コールセンターへお電話ください。

☎0570-038899
（土・日曜日、祝日を除く 9:00 ～ 17:00）

　右記の二次元コードか
LINE ID よ り 仙 北 市 公 式
LINE アカウントを友達登
録。LINE 内のワクチン接
種予約を選択し、案内のと
おり必要事項を入力。

LINE ID ▶▶
＠ city.semboku

電
話

Ｌ
ＩＩ
Ｎ
Ｅ

　　　　予約の方法について 電話予約か LIINE による予約の二通りです !

※接種当日は、予約時間までお越しください。時間を過ぎますと自動的にキャンセルとなります。
　その場合、改めて予約してください。

　新型コロナウイルス感染症のオミクロン株に
対応したワクチンの接種間隔が、10月21日か
らこれまでの 5 か月から 3 か月に短縮されまし
た。
　オミクロン株対応のワクチンは従来型のワク
チンを 2回以上接種済みの 12歳以上の方が対
象となっていますが、前回の接種から 3 か月が
経過した方には、順次接種券を送付します。
　また、年内の接種完了を目指し、11月から集
団接種会場の接種時間を延長して対応しますの
で、接種を希望される方は、お早めに予約され
ますようお願いします。

オミクロン株対応ワクチンの接種間隔が
5 か月から 3 か月になりました！

　12月の接種日程を別途掲載していますのでご
確認願います（使用するワクチンはすべてファ
イザー社製ワクチンです）。11月の接種日程は、
広報10月1日号とホームページに掲載していま
すが、各会場の時間延長はほぼ 12月の日程と
同じになっています（ホームページでは、時間
延長も含めた日程表になっています）。
　現在、集団接種は医師会の協力のもとに、土
曜日、日曜日、祝日も行っていますが、来年1
月以降は平日のみの接種となる予定ですので、
ご留意願います。

　厚生労働省では、生後6 か月から 5歳未満
の乳幼児の新型コロナウイルスワクチンの接
種を努力義務として実施することを決めてい
ますが、仙北市では、大仙市、美郷町と協力
して接種を行うことにしました。
　対象となるご家庭には、11月1日以降に接
種券を送付予定ですが、接種にあたっては、
保護者の同意や接種会場への同伴が必要にな
ります。留意事項については接種券に同封し
ますので、ご確認のうえ接種を受けるのかご
検討願います。
　接種をご希望の場合は、仙北市のコールセ
ンター（☎0570-038899）へ電話で予約され
るようにお願いします。なお、乳幼児に使用
するワクチンは、乳幼児用のファイザー社製
のワクチンで、３回接種が原則となっていま
す。

生後 6 か月から 5 歳未満の
乳幼児接種について

●�場所／大仙市健康福祉会館
　（大仙市大曲通町1番14号）
　☎0187-62-9301
　　※この電話番号は、カーナビ設定用です。
　　  �予約やお問い合わせはできませんので、ご注意

願います。

▶�1回目／ 11月19日㈯ 14:00 ～　　　　
2回目／ 12月10日㈯ 14:00 ～　　　　
3回目／ 令和5年2月4日㈯ 14:00 ～

▶�1回目／ 11月20日㈰ 14:00 ～　　　　
2回目／ 12月11日㈰ 14:00 ～　　　　
3回目／ 令和5年2月5日㈰ 14:00 ～

▶�1回目／ 11月26日㈯ 14:00 ～　　　　
2回目／ 12月17日㈯ 14:00 ～　　　　
3 回目／ 令和5年2月11日㈯㈷ 14:00 ～
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
へ

　
非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
制
度
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】税
務
課 

市
民
税
係（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
７

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
倒
産
や
解
雇
に

よ
り
離
職
さ
れ
た
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の

算
定
に
用
い
る
所
得
の
う
ち
、「
給
与
所

得
」の
額
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は

離
職
し
た
本
人
の
み
で
、
給
与
所
得
以
外

は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

●�

対
象
と
な
る
方（
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
方
）

①�

離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

②�

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）ま
た
は

特
定
理
由
離
職
者（
雇
用
期
間
満
了
な

ど
に
よ
る
離
職
）

※�

特
定
受
給
資
格
者
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証（
※
注
1
）ま

た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
通
知（
※
注
2
）中
、

離
職
理
由
の
番
号（
コ
ー
ド
）で
確
認
で
き
ま
す
。

 

▼�

特
定
受
給
資
格
者
理
由
コ
ー
ド
…　
　

11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

▼�

特
定
理
由
離
職
者
理
由
コ
ー
ド
…　
　

23
、
33
、
34

※�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
受

給
資
格
通
知
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
し
て
い

ま
す
。

※�

証
ま
た
は
通
知
に
右
記
の
理
由
コ
ー
ド
番
号

が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
た
だ

し
、
雇
用
保
険
の
特
例
受
給
資
格
者（
短
期

雇
用
者
の
離
職
に
対
す
る
一
時
金
の
給
付
を

受
け
る
方
）お
よ
び
高
年
齢
受
給
資
格
者

（
65
歳
以
上
の
離
職
に
対
す
る
一
時
金
の
給

付
を
受
け
る
方
）は
、
軽
減
措
置
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
確
認
の
際
は
ご
留
意
く

だ
さ
い（
特
例
受
給
資
格
者
の
資
格
者
証
ま

た
は
通
知
の
右
上
に
は
特
、
高
年
齢
受
給

資
格
者
の
資
格
者
証
ま
た
は
通
知
の
右
上
に

は
高
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

●
届
出
に
必
要
な
も
の
／

①�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
通
知

②�

失
業
者
本
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

●�

軽
減
適
用
期
間
／
離
職
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
こ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
末
ま
で
の
期
間
で
す
。
下
記
の
表

を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

●�

受
付
場
所
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）、

角
館
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所

Ｑ＆Ａ
　軽減期間中に就職して社会保険に
入ったときはどうなりますか？ 
　職場の健康保険に加入した場合は軽
減措置は終了します。 なお、 職場の健

康保険に加入したときは国保を抜ける手続き
が必要ですので、 必要なものを持参して市民
生活課（角館庁舎）、 田沢湖・西木市民セン
ター、 各出張所で手続きをお願いします。

Ｑ 　軽減期間中に就職して社会保険に入
りましたが、また失業して国保に加入

した場合の軽減措置はどうなりますか？

Ａ 　再離職などによって国保に再加入した
ときがまだ軽減期間内であれば、 残り

の軽減期間に係る国民健康保険税が軽減さ
れます。 軽減期間の満了後に国保に再加入し
た場合はこの軽減措置は適用されません。
　ただし、 再離職の際に新たな雇用保険受給
資格が発生した場合は軽減期間の再判定がさ
れますので、 国保加入手続きの際に雇用保険
受給資格者証または雇用保険受給資格通知
をご提示ください。

Ｑ 　軽減期間中に他市町村に転出して、
転出先で国保に加入したときは軽減措

置は続くのですか？

Ａ 　転出先の国保においても国民健康保
険税の軽減措置の対象となりますが、

転出先の市町村で新たに国保に加入する際
に、 雇用保険受給資格者証または雇用保険
受給資格通知をご提示ください。

Ｑ
Ａ

【
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
通
知
】を
お
持
ち
に
な
り
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、申
告
が
必
要
で
す
。

　

仙
北
市
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
今
ま
で
お
住
ま

い
の
市
町
村
で
す
で
に
申
告
し
て
い
た
場
合
で
も
、

仙
北
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、

あ
ら
た
め
て
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

離職した日 最大軽減期間
平成29年3月31日～

平成30年3月30日 平成31年3月まで

平成30年3月31日～
平成31年3月30日 令和2年3月まで

平成31年3月31日～
令和2年3月30日 令和3年3月まで

令和2年3月31日～
令和3年3月30日 令和4年3月まで

令和3年3月31日～
令和4年3月30日 令和5年3月まで

令和4年3月31日～
令和5年3月30日 令和6年3月まで

※�届出が遅れてもさかのぼって軽減を受けることが
できますが、国民健康保険税は５年以上さかのぼっ
て減額変更できないためご注意ください。

�軽減適用期間

※注1 雇用保険受給資格者証

※注2 雇用保険受給資格通知

支援金 ＝ －肥料費 （肥料費÷価格上昇率÷
使用低減率（0.9））× 0.7

●�支援の内容／肥料費のうち、価格上昇率と使用量の低減
率をもとに、前年からの増加額の 7割を支援金として
交付します。

価格上昇率は、国の統計データをもとに決定されます。
秋肥価格上昇率…「1.4」に決まりました。
春肥価格上昇率…令和5年1月中旬公表予定

　
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め
、
化
学
肥

料
の
2
割
低
減
に
向
け
て
取
り
組
む

農
業
者
に
対
し
、
肥
料
コ
ス
ト
上
昇

分
の
7
割
を
支
援
し
ま
す
。

●�

支
援
対
象
と
な
る
肥
料
／

▼�

令
和
4
年
秋
肥（
令
和
4
年
6
月

～
10
月
ま
で
に
購
入
・
注
文
し
た

肥
料
） 

▼�

令
和
5
年
春
肥
・
秋
肥（
令
和
4

年
11
月
～
令
和
5
年
2
月
ま
で
に

購
入
・
注
文
し
た
肥
料
）

※�

秋
肥
の
支
援
は
、
本
年
使
用
分
も
し

く
は
来
年
使
用
分
の
1
回
限
り
で
す
。

●�

申
請
方
法
／
原
則
、
Ｊ
Ａ
や
肥
料

販
売
店
な
ど
を
通
じ
て
申
請
い
た

だ
き
ま
す
。
支
援
対
象
期
間
内
に

肥
料
を
購
入
・
注
文
し
た
Ｊ
Ａ
、

肥
料
販
売
店
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ａ

や
肥
料
販
売
店
以
外
で
購
入
・
注

文
さ
れ
た
方
は
、
グ
ル
ー
プ（
5

人
以
上
の
販
売
農
業
者
が
い
る
任

意
組
織
）単
位
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

組
織
の
運
営
規
約
と
組
織
名
義
の
銀

行
口
座
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
次
の
場
合
に
あ
て
は
ま
る

方
は
速
や
か
に
農
業
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

購
入
・
注
文
先
の
肥
料
販
売
店
な

ど
が
申
請
を
行
わ
な
い
場
合

▼�

県
外
の
業
者
な
ど
か
ら
直
接
肥
料

を
購
入
し
て
い
る
場
合（
県
内
に

支
店
が
あ
る
場
合
を
除
き
ま
す
）

▼�

何
ら
か
の
理
由
で
5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合

▼�

新
た
に
グ
ル
ー
プ（
任
意
組
織
）の

設
立
を
考
え
て
い
る
場
合

●�

申
請
に
必
要
な
も
の
／

参
加
農
業
者
→
Ｊ
Ａ
、肥
料
販
売
店
、

任
意
組
織
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

▼�

期
間
内
に
購
入
・
注
文
し
た
肥
料

の
購
入
価
格
が
わ
か
る
も
の（
注

文
票
＋
領
収
書
ま
た
は
請
求
書
な

ど
）

※�

令
和
4
年
分
と
令
和
5
年
分
は
別
々

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

化
学
肥
料
低
減
計
画
書（
二
つ
以

上
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
）

グ
ル
ー
プ
→
市

▼�

参
加
農
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
書

類
一
式

▼�

取
組
計
画
書
の
承
認
申
請
書
・
事

業
計
画
書

▼�

参
加
農
業
者
名
簿

▼�

支
援
金
振
込
先
の
口
座
届
出
書

※�

各
2
部
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
コ
ピ
ー

可
）。

●�

申
請
期
間
／

令
和
4
年
秋
肥･･･

受
付
中
～
12
月

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
に
つ
い
て

ー
令
和
4
年
秋
肥
分
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
ー

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

23
日
㈮
ま
で（
予
定
）

令�

和
5
年
春
肥
・
秋
肥･･･　
　
　

春
肥
価
格
上
昇
率
公
表
後
～
令
和

5
年
2
月
末
ま
で（
予
定
）

●�

そ
の
他
／
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w

w
.city.sem

boku.akita.
jp/new

s_topics/w
hatsnew

.
php?id=3413

）
や
秋
田
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
角
館
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
は
、
伝
統
的
な
木

造
建
築
技
術
を
用
い
た
武
家
屋
敷
が
多
く
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
。
伝
統
的
建
造
物
は
、
屋
根
や
部
材
に
燃
え
や
す
い

素
材
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
万
が
一
の
火
災
に

備
え
訓
練
が
必
要
で
す
。

　
今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
放
水
銃
、
屋
外
消
火
栓
か
ら

の
放
水
、
消
防
車
の
駆
け
付
け
や
救
助
訓
練
を
、
武
家
屋

敷「
河
原
田
家
」・「
小
田
野
家
」周
辺
を
会
場
に
行
い
ま
す
。

　
訓
練
に
伴
い
、
市
道
武
家
屋
敷
通
り
線
の
伝
承
館
前
か

ら
旧
東
勝
楽
丁
庁
舎
前
ま
で
車
両
通
行
規
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
27
日
㈰ 

13
時
～
15
時

●�

場
所
／
武
家
屋
敷「
河
原
田
家
」・「
小
田
野
家
」周
辺
、

旧
東
勝
楽
丁
庁
舎
跡
地

●�

通
行
規
制
／
14
時
～
14
時
30
分 

伝
承
館
前
～
旧
東
勝
楽

丁
庁
舎
前
の
区
間
が
車
両
通
行
止
め

【
ご
注
意
願
い
ま
す
】

▼�

訓
練
中
は
武
家
屋
敷「
河
原
田
家
」と「
小
田
野
家
」の

入
場
を
制
限
し
ま
す
。

▼�

消
防
車
両
な
ど
で
道
幅
が
狭
く
な
り
、
ま
た
放
水
に
よ

り
足
下
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】文
化
財
保
護
室（
角
館
庁
舎
）

 

☎（
43
）３
３
８
４

伝
建
地
区防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

44Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations55 2022-11-12022-11-1広報せんぼく広報せんぼく



information市 役所からのお知らせ ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

新
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
」実
証
運
行
中
！

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課 

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
係（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

　
12
月
25
日
㈰
ま
で
、
田
沢
湖
生
保
内
エ
リ
ア
で
新
型

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
」が
実
証

運
行
中
で
す
。「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
」は
、
お
客
さ
ま

か
ら
の
予
約
が
あ
っ
た
際
に
運
行
す
る
乗
合
交
通
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
1
人
1
回
５
０
０
円（
利
用
者
登
録
し
て

Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
予
約
す
る
と
1
人
1
回
３
０
０
円
）で
ご

利
用
で
き
ま
す
。
車
内
で
の
お
支
払
い（
現
金
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド
）の
ほ
か
、
お
得
な
乗
車
券
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
取
り
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

実
証
運
行
期
間
／
12
月
25
日
㈰
ま
で

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
も
運
行

●�

運
行
時
間
・
予
約
時
間
／

▼�

運
行
時
間
／
8
時
30
分
～
18
時

▼�

予
約
時
間
／
8
時
～
17
時
30
分

※
乗
車
希
望
日
の
前
日
か
ら
予
約
可
能

●�

運
賃
／
１
人
1
回
５
０
０
円（
大
人
・
子
ど
も
同
一
）

※�

利
用
者
登
録
し
、
ス
マ
ホ
か
ら
予
約
す
る
と
1
人
1
回

３
０
０
円

※�

1
日
乗
車
券
８
０
０
円
、
2
日
乗
車
券
１
４
０
０
円
、
全
期

間
乗
車
券(

限
定
販
売)

６
０
０
０
円
と
、
お
得
な
乗
車
券

も
あ
り
ま
す
！（
田
沢
観
光
㈱
で
販
売
中
で
す
）

●�

予
約
方
法
／

▼�

電
話
予
約
：
☎
43ｰ

１
３
３
１（
田
沢
観
光
㈱
）お
名
前
、

乗
車
希
望
時
間
、
乗
車
場
所
、
降
車
場
所
、
乗
車
人

数
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
お
伝
え

す
る
乗
車
予
定
時
刻
を
メ
モ
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

ス
マ
ホ（
Ｗ
ｅ
ｂ
）予
約
：

  

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
取
り
、

  

専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約

●�

運
行
エ
リ
ア
／
田
沢
湖
駅
周
辺
の
フ
リ
ー
乗
降
区
域

＋
フ
リ
ー
乗
降
区
域
外
の
乗
降
箇
所(

7
か
所)

●�

業
務
内
容
／
建
設
機
械
運
転
員
兼
建
設
作
業
員

●�

雇
用
期
間
／
12
月
1
日
㈭
～
令
和
5
年
3
月
31
日
㈮

●�

勤
務
地
／
建
設
課（
角
館
庁
舎
ま
た
は
田
沢
湖
庁
舎
）

●�

募
集
人
数
／
各
庁
舎
1
人

●�

募
集
期
限
／
11
月
11
日
㈮ 

17
時
ま
で

●�

申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状
を

建
設
課
に
ご
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。

●�

選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

●�

そ
の
他
／
募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
４

建
設
課
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す

固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
伴
う

「
現
地
調
査
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】税
務
課 

固
定
資
産
税
係　
　
　
　
　

（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）１
１
１
７

　
令
和
6
年
度
固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
伴
い
、
土
地
の
現

況
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
市
内
の
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
現
地
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

調
査
の
内
容
／
街
路
状
況
の
把
握
に
伴
う
道
路
状
況（
私

道
を
含
む
）や
周
辺
状
況
の
現
地
調
査

※�

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
調
査
員
が
、
調
査
記
録
作
成
の
た
め
、

写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●�

調
査
委
託
会
社
／
や
ま
だ
不
動
産
鑑
定（
湯
沢
市
）

　

�

調
査
員
は
、
仙
北
市
発
行
の
身
分
証
明
証
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

●�

調
査
期
間
／
11
月
初
旬
～
令
和
5
年
3
月
下
旬

市 HP

予約は
こちら

 

市
立
角
館
総
合
病
院 

●�

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
受
験
資
格

　
薬
剤
師　
1
人

▼�

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
現
に
薬
剤
師
免
許
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
令
和
4
年
度
中
に
実
施
す
る
国
家
試

験
で
薬
剤
師
免
許
取
得
見
込
み
の
方

●�

試
験
内
容
／
▼
医
療
従
事
者
と
し
て
必
要

な
基
礎
知
識
に
関
す
る
試
験（
専
門
基
礎

科
目
試
験
） 

▼
作
文
試
験 

▼
面
接
試
験

●�

受
付
期
間
／
令
和
5
年
2
月
28
日
㈫
ま
で

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
８
時
30
分
か
ら

17
時
ま
で
。
応
募
状
況
に
よ
り
随
時
締
め
切
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

試
験
日
／
応
募
状
況
に
よ
り
日
程
調
整
の

う
え
、
実
施
し
ま
す
。

●�

欠
格
事
項
／
次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼�

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

▼�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
地

方
公
務
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

●�

詳
細
事
項
／
要
綱
な
ど
の
詳
細
は
市
立
角

館
総
合
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

kakunodate-hp.com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

令
和
5
年
度
採
用

仙
北
市
病
院
事
業
職
員
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】市
立
角
館
総
合
病
院

総
務
管
理
課 

☎（
54
）２
１
１
１

令和4年度 市民意識調査の結果

仙北市企画政策課　☎43-1112問合せ

詳細は仙北市ホーム詳細は仙北市ホーム
ページに掲載していまページに掲載していま
すのでご覧ください。すのでご覧ください。

　広報 10 月 16 日号「令和４年度市民意識調査の結果」
8 ページに記載の「年代別・性別の幸福度（男性）」およ
び「年代別・性別の幸福度（女性）」について、グラフのパー
セント表記に誤りがあり、以下のとおり訂正します。

　なお、男女ともに年代が高くなるにつれ、幸福度が高く
なり、反面、年代が若くなるにつれ、幸福度が低くなる傾
向に違いはありません。大変申し訳ございませんでした。
謹んでお詫び申し上げます。

令和４年度 市民意識調査の結果 問合せ 仙北市企画政策課 ☎

（１）調査の目的
仙北市を幸福度全国ナンバー１の都市とするた

め、市民の日常生活と意識・行動を明らかにし、
その結果を施策立案の基礎資料や、施策展開のた
めの客観的データとして活用することを目的とし
ています。
（２）調査の内容
１．幸福度
２．地域への愛着やあるべきまちの姿
３．普段の活動や暮らし
４．市の施策への満足度・重要度

調査目的および実施概要

【仙北市がめざす、６つのまちのあるべき姿】
① 目標を持ち、やりたいことがある人が多いまち
② やりたいことにチャレンジしている人が多いまち
③ 日々の暮らしで生きがいを感じている人が多いまち
④ 自分のことを大切に思ってくれる人たちがいるまち
⑤ 頼れる人がいるまち
⑥ 自分の居場所や役割があるまち

（３）調査の設計
１．調査対象：令和 年 月 日現在で市内に居住する満

歳以上の男女個人
２．標本数： 人
３．抽出用法： 歳以上の各年代別の地区別人口の構成

比に応じて無作為抽出
４．調査方法：郵送による調査票の配布および郵送によ

る回答
５．調査期間：令和 年 月 日 水 ～ 月 日（金）
（４）回収結果
１．有効回答数： 人（有効回答率 ％）

回答者について

幸福度について

詳細は仙北市ホームページに掲載し
ていますのでご覧ください。

QR
コード

調査票を年代別の地区別人口の構成比により配付

したため、性別・年齢・居住地域は平均的な結果と

なっています。

回答していただいた方の多くは、二世代 ％

で住まれており、 年以上住んでいる方が多い結果

％ となっています。

※比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入するため、各回
答の比率の合計が ％とならないこと（ ％、 ％な
ど）があります。

市民意識調査結果を公表するにあたり、田口市長から市民の
皆様宛ての 動画があります。
スマートフォン等で右の コードを読み取りご覧ください。 ◆幸福度（ ～ 段階評価）について

「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を 点とし
て、現在どの程度幸せであるかをお伺いしたところ、
不幸でも幸福でもない中間の「５」を回答した方が多
い結果となっています。

また、幸福度（ ～ 段階評価）の「０～３」を幸福
度「低」、「４～６」を幸福度「中」、「７～１０」
を幸福度「高」と分類し、幸福度を性別と年代別でみ
てみると、男女共に年代が高くなるにつれ、その年代
における幸福度「高」の割合が高くなっています。

一方で、年代が若くなるにつれ、その年代における

幸福度「低」の割合が高くなっています。

◆幸福感につながる６つの項目について

市では、「目標を持ち、やりたいことがある」や

「日々の暮らしで生きがいを感じている」など、幸福

感につながる６つの項目に着目し、これらができてい

る（ある・いる）方を増やすことをめざしています。

（右表の６つのまちのあるべき姿をご覧ください。）

◆６つの項目と幸福度の関係

幸福感につながる６つの項目ができて

いる（いる・ある）方の幸福度について

分析したところ、６つの項目ができてい

る（いる・ある）方ほど幸福度が高いと

いう傾向がわかります。

※幸福度は幸福度（ ～ 段階評価）を

「高」、「中」、「低」に分類したうえ

で分析しています。

QRコード

年代別・性別の幸福度（男性）

幸福度（0 ～ 10 段階評価）の「０～３」を幸福度「低」、「４～６」を幸福度「中」、「７～
10」を幸福度「高」と分類し、幸福度を性別と年代別でみてみると、男女共に年代が高く
なるにつれ、その年代における幸福度「高」の割合が高くなっています。
　一方で、年代が若くなるにつれ、その年代における幸福度「低」の割合が高くなっています。

年代別・性別の幸福度（女性）

令和４年度 市民意識調査の結果 問合せ 仙北市企画政策課 ☎

（１）調査の目的
仙北市を幸福度全国ナンバー１の都市とするた

め、市民の日常生活と意識・行動を明らかにし、
その結果を施策立案の基礎資料や、施策展開のた
めの客観的データとして活用することを目的とし
ています。
（２）調査の内容
１．幸福度
２．地域への愛着やあるべきまちの姿
３．普段の活動や暮らし
４．市の施策への満足度・重要度

調査目的および実施概要

【仙北市がめざす、６つのまちのあるべき姿】
① 目標を持ち、やりたいことがある人が多いまち
② やりたいことにチャレンジしている人が多いまち
③ 日々の暮らしで生きがいを感じている人が多いまち
④ 自分のことを大切に思ってくれる人たちがいるまち
⑤ 頼れる人がいるまち
⑥ 自分の居場所や役割があるまち

（３）調査の設計
１．調査対象：令和 年 月 日現在で市内に居住する満

歳以上の男女個人
２．標本数： 人
３．抽出用法： 歳以上の各年代別の地区別人口の構成

比に応じて無作為抽出
４．調査方法：郵送による調査票の配布および郵送によ

る回答
５．調査期間：令和 年 月 日 水 ～ 月 日（金）
（４）回収結果
１．有効回答数： 人（有効回答率 ％）

回答者について

幸福度について

詳細は仙北市ホームページに掲載し
ていますのでご覧ください。

QR
コード

調査票を年代別の地区別人口の構成比により配付

したため、性別・年齢・居住地域は平均的な結果と

なっています。

回答していただいた方の多くは、二世代 ％

で住まれており、 年以上住んでいる方が多い結果

％ となっています。

※比率（％）は、小数点以下第２位を四捨五入するため、各回
答の比率の合計が ％とならないこと（ ％、 ％な
ど）があります。

市民意識調査結果を公表するにあたり、田口市長から市民の
皆様宛ての 動画があります。
スマートフォン等で右の コードを読み取りご覧ください。 ◆幸福度（ ～ 段階評価）について

「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を 点とし
て、現在どの程度幸せであるかをお伺いしたところ、
不幸でも幸福でもない中間の「５」を回答した方が多
い結果となっています。

また、幸福度（ ～ 段階評価）の「０～３」を幸福
度「低」、「４～６」を幸福度「中」、「７～１０」
を幸福度「高」と分類し、幸福度を性別と年代別でみ
てみると、男女共に年代が高くなるにつれ、その年代
における幸福度「高」の割合が高くなっています。

一方で、年代が若くなるにつれ、その年代における

幸福度「低」の割合が高くなっています。

◆幸福感につながる６つの項目について

市では、「目標を持ち、やりたいことがある」や

「日々の暮らしで生きがいを感じている」など、幸福

感につながる６つの項目に着目し、これらができてい

る（ある・いる）方を増やすことをめざしています。

（右表の６つのまちのあるべき姿をご覧ください。）

◆６つの項目と幸福度の関係

幸福感につながる６つの項目ができて

いる（いる・ある）方の幸福度について

分析したところ、６つの項目ができてい

る（いる・ある）方ほど幸福度が高いと

いう傾向がわかります。

※幸福度は幸福度（ ～ 段階評価）を

「高」、「中」、「低」に分類したうえ

で分析しています。

QRコード

訂正とお詫び

誤誤

代

代

代以上

年代別・性別の幸福度（男性

低（０－３） 中（４－６） 高（ － ）

代

代

代以上

年代別・性別の幸福度（女性）

低（０－３） 中（４－６） 高（ － ）

年代別・性別の幸福度（男性） 年代別・性別の幸福度（女性）

正正

代

代

代以上

年代別・性別の幸福度（男性

低（０－３） 中（４－６） 高（ － ）

代

代

代以上

年代別・性別の幸福度（女性）

低（０－３） 中（４－６） 高（ － ）

66Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations77 2022-11-12022-11-1広報せんぼく広報せんぼく



地
方
公
営
企
業
と
は

公
営
企
業
の
現
状

 

■ 

料
金
収
入
の
減
少 

　
急
速
な
人
口
減
少
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

　
急
速
な
人
口
減
少
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

需
要
の
減
少
に
伴
い
、
料
金
収
入
が
減

需
要
の
減
少
に
伴
い
、
料
金
収
入
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

少
し
て
い
ま
す
。

 

■ 

投
資
額
の
増
大 

　
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
整
備
さ
れ

　
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
整
備
さ
れ

た
施
設
な
ど
の
老
朽
化
に
伴
い
、
施
設

た
施
設
な
ど
の
老
朽
化
に
伴
い
、
施
設

の
最
適
化
を
図
り
つ
つ
実
施
す
べ
き
更

の
最
適
化
を
図
り
つ
つ
実
施
す
べ
き
更

新
、
耐
震
化
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、

新
、
耐
震
化
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
、

近
年
大
規
模
化
し
て
頻
発
す
る
自
然
災

近
年
大
規
模
化
し
て
頻
発
す
る
自
然
災

害
へ
の
対
策
な
ど
の
た
め
、
投
資
の
増

害
へ
の
対
策
な
ど
の
た
め
、
投
資
の
増

大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
き
な
経
営
環
境
の
変
化

　
こ
う
し
た
大
き
な
経
営
環
境
の
変
化

だ
け
で
は
な
く
、
経
費
負
担
原
則
に
も

だ
け
で
は
な
く
、
経
費
負
担
原
則
に
も

と
づ
き
、
繰
出
金
を
負
担
し
て
い
る
一

と
づ
き
、
繰
出
金
を
負
担
し
て
い
る
一

般
会
計
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状

般
会
計
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
に
お
い
て

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
に
お
い
て

も
財
政
状
況
が
厳
し
く
、
上
・
下
水
道

も
財
政
状
況
が
厳
し
く
、
上
・
下
水
道

事
業
な
ど
公
営
企
業
の
ハ
ー
ド
整
備
を

事
業
な
ど
公
営
企
業
の
ハ
ー
ド
整
備
を

促
進
し
て
き
た
公
共
事
業
費
は
縮
減
し

促
進
し
て
き
た
公
共
事
業
費
は
縮
減
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

料
金
改
定
の
検
討

●
水
道
事
業
で
は
…

●
水
道
事
業
で
は
…

　

適
正
な
水
道
料
金
の
改
定
に
向
け

　

適
正
な
水
道
料
金
の
改
定
に
向
け

て
、
各
地
区
の
市
民
の
代
表
者
な
ど
で

て
、
各
地
区
の
市
民
の
代
表
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
る
「
仙
北
市
水
道
運
営

構
成
さ
れ
て
い
る
「
仙
北
市
水
道
運
営

審
議
会
」
へ
令
和
４
年

審
議
会
」
へ
令
和
４
年
11
月
に
諮
問
し
、

月
に
諮
問
し
、

現
在
も
慎
重
な
審
議
を
継
続
し
て
い
ま

現
在
も
慎
重
な
審
議
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
す
。

●
下
水
道
事
業
で
は
…

●
下
水
道
事
業
で
は
…

　
適
正
な
下
水
道
使
用
料
へ
と
見
直
す

　
適
正
な
下
水
道
使
用
料
へ
と
見
直
す

た
め
、
学
識
経
験
者
や
市
民
の
中
か
ら

た
め
、
学
識
経
験
者
や
市
民
の
中
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
委
員
の
皆
さ
ん
で
構
成

委
嘱
を
受
け
た
委
員
の
皆
さ
ん
で
構
成

さ
れ
る
「
仙
北
市
下
水
道
使
用
料
等
検

さ
れ
る
「
仙
北
市
下
水
道
使
用
料
等
検

討
委
員
会
」
へ
令
和
３
年

討
委
員
会
」
へ
令
和
３
年
1111
月
に
諮
問

月
に
諮
問

し
、
現
在
も
慎
重
な
審
議
を
継
続
し
て

し
、
現
在
も
慎
重
な
審
議
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

　
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

経
営
を
し
て
い
く
た
め
に
は

経
営
を
し
て
い
く
た
め
に
は
財
源
財
源

の
確
保
が
重
要

の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た

で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
め
に
適
正
な
料
金
水
準

適
正
な
料
金
水
準
を
設
定
す

を
設
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現行料金　1 か月あたり 20㎥使用

水道料金〈口径13㎜〉 3,795円
下水道使用料〈集排含む〉 2,750円
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◆ 総務省通知により ◆

・�水道料金については、原価主義の原則にもとづき、更新
財源や災害対策等に要する経費を適切に確保するととも
に、利用者間や世代間の負担の公平性に配慮した料金体
系を整備する必要があるとされています。

・�下水道事業については、最低限行うべき経営努力として使用
料【月 3,000 円／ 20㎥】が前提とされています。　　　　
また、使用料が低い水準にとどまり、使用料で賄うべき経費
を一般会計からの繰入等により賄っている団体にあたって
は、早急に使用料の適正化に取り組むこととされています。
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図表1　現行料金における財政シミュレーション（収益的収支）

H29 H30  R1  R2  R3  R4  R5  R6  R7  R8  R9  R10  R11  R12  R13
水道事業収支 水道事業費用 損益

図表2　現行料金における財政シミュレーション（資本的収支、資金収支）
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収
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処
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図表3　処理区域内人口と料金収入の推移
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図表4　事業運営費の推移 単位：千円

R2    R3    R4    R5    R6    R7    R8    R9    R10    R11    R12

維持管理費 投資・償還元金

仙北市上下水道課（角館庁舎）　☎ 43-2296

上下水道料金の改定を検討しています

問合せ

持続可能な上下水道事業の運営に向けて

　市の上下水道事業は、地方公営企業として市民の皆さんからいただ
く上下水道料金で運営費の多くを賄っています。しかし、上下水道施
設の維持管理には多額の費用がかかるため、料金収入だけではすべて
の経費を賄いきれません。将来にわたって事業を継続して運営してい
くためには、上下水道料金の見直しが必要となっています。

　
地
方
公
営
企
業
と
は
、
地
方
公
共
団

　
地
方
公
営
企
業
と
は
、
地
方
公
共
団

体
が
一
般
的
な
行
政
活
動
の
ほ
か
に
、

体
が
一
般
的
な
行
政
活
動
の
ほ
か
に
、

水
の
供
給
や
医
療
の
提
供
、
下
水
の
処

水
の
供
給
や
医
療
の
提
供
、
下
水
の
処

理
な
ど
地
域
住
民
の
生
活
や
地
域
の
発

理
な
ど
地
域
住
民
の
生
活
や
地
域
の
発

展
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

展
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
活
動
を
行
う
た
め
に
経
営
す
る
企

事
業
活
動
を
行
う
た
め
に
経
営
す
る
企

業
活
動
の
こ
と
で
す
。
代
表
的
な
も
の

業
活
動
の
こ
と
で
す
。
代
表
的
な
も
の

が
、
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
、
病
院

が
、
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
、
病
院

事
業
な
ど
で
す
。

事
業
な
ど
で
す
。

　
地
方
公
営
企
業
は
、

　
地
方
公
営
企
業
は
、
企
業
性

企
業
性((

経
済
経
済

性性))

の
発
揮
と
公
共
の
福
祉
の
増
進
を

の
発
揮
と
公
共
の
福
祉
の
増
進
を

経
営
の
基
本
原
則

経
営
の
基
本
原
則
と
す
る
も
の
で
あ

と
す
る
も
の
で
あ

り
、
り
、
そ
の
経
営
に
要
す
る
経
費
は
経
営

そ
の
経
営
に
要
す
る
経
費
は
経
営

に
伴
う
収
入

に
伴
う
収
入((

料
金
料
金))

を
も
っ
て
充
て

を
も
っ
て
充
て

る
独
立
採
算
制
が
原
則

る
独
立
採
算
制
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま

と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
一
般
会
計
と
は
区
別

す
。
そ
の
た
め
、
一
般
会
計
と
は
区
別

さ
れ
た
特
別
会
計
を
事
業
ご
と
に
設
置

さ
れ
た
特
別
会
計
を
事
業
ご
と
に
設
置

し
、
予
算
や
決
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
、
予
算
や
決
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
公
営
企
業
法
で
は
、
そ

の
性
質
的
に
公
営
企
業
の
経
営
に
伴
う

収
入
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
経
費
や
、
収
入
の
み
を
も
っ
て
充

て
る
こ
と
が
客
観
的
に
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
、
負
担
金
、
出
資
金
、
長
期
貸
付
金

な
ど
の
方
法
に
よ
り
一
般
会
計
が
負
担

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経

費
負
担
原
則
に
つ
い
て
は
、毎
年
度
「
繰

出
基
準
」
と
し
て
総
務
省
よ
り
通
知
さ

れ
て
い
ま
す
。
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SEMBOKU CITY

　　　LIBRARY図書館 情 報 局 生
涯
生
涯

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に学

習
学
習
生涯学習課　 ☎43-3383
中央公民館　 ☎43-3535
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110

お
願
い　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に

よ
り
、
講
座
が
延
期
も
し
く
は

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
参
加
の
際
に
は
必
ず
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
発
熱
や
倦
怠
感
な

ど
の
体
調
不
良
時
は
参
加
自
粛

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
講
座
の
申
込
期

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
講
座
の
申
込
期

間
の
間
の
平
日
９
時
か
ら

平
日
９
時
か
ら
1717
時
ま
で

時
ま
で
、
各
公
民
館
の

、
各
公
民
館
の

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　

ロ 

ー
プ
ワ
ー
ク
教
室

　
西
木
に
ゆ
か
り
の
あ
る「
戸
沢
氏
」に
つ
い

て
、
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�
日
時
／
11
月
22
日
㈫ 

10
時
～
11
時
30
分

●�
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�
講
師
／
加
藤
義
規
氏

●�

受
講
料
／
無
料

●�

持
ち
物
／
筆
記
用
具

●�

定
員
／
15
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
18
日
㈮

●�

申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

生
涯
学
習
課
か
ら

　

地 

域
学
校
協
働
活
動　
活
動
紹
介

生
保
内
中
学
校

　
　
　
　
　
「
Ｄ
Ｊ
講
演
会
」

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
岩
見
谷
慎
太
郎
さ

ん（
広
報
6
／
1
号
紹
介
）が
、
生
保
内
中
学

校
２
年
生
に
向
け
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
世
界
最
大
規
模
の
Ｄ

Ｊ
大
会
で
優
勝
の
経
歴
を
持
つ
岩
見
谷
さ
ん

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
大
音
響
に
驚
き
な
が

ら
も
リ
ズ
ム
に
乗
り
な
が
ら
ラ
イ
ブ
感
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
実
演
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム

で
は
、「
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
と
き
や
世
界

大
会
で
優
勝
し
た
と
き
の
心
境
」、「
世
界
で

活
躍
す
る
Ｄ
Ｊ
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
最
後
に「
い
ろ
い
ろ
な

魅
力
の
あ
る
仙
北
市
に
住
む
皆
は
ラ
ッ
キ
ー
。

外
に
出
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
が
、

そ
ん
な
と
き
で
も
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
っ
て
欲
し
い
」と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、

協
働
活
動
推

進
員
さ
ん
の

紹
介
で
9
月

7
日
に
市
民

会
館
で
実
現

し
ま
し
た
。

世
界
を
見
て

き
た「
プ
ロ
の

言
葉
と
Ｄ
Ｊ

プ
レ
イ
」
は
、

生
徒
た
ち
の

心
に
響
い
た

よ
う
で
す
。

　

さ 

つ
ま
い
も
か
の
こ
作
り
教
室

　
今
が
旬
の
さ
つ
ま
い
も
で
簡
単
お
菓
子
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
11
月
18
日
㈮ 

①
10
時
～
12
時
、

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●�

場
所
／
旧
石
黒（
恵
）家

●�

講
師
／
浅
利
久
美
子
氏

●�

受
講
料
／
５
０
０
円

●�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

　

障 

が
い
者
の
生
涯
学
習　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
「
防
災
体
験
教
室
」

　

ふ 

る
さ
と
講
座

　

年 

賀
状
の
書
き
方

　

ジ 

ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
体
験
教
室

　
高
所
作
業
時
の
安
全
確
保
に
有
効
な
結
び

方
な
ど
、
役
立
つ
結
び
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
11
月
10
日
㈭
、
18
日
㈮
、
24
日
㈭ 

（
全
3
回
）10
時
～
12
時

●�

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
高
橋
幸
雄
氏

●�

受
講
料
／
無
料

●�

持
ち
物
／
練
習
用
ロ
ー
プ
は
会
場
で
準
備
。

（
持
参
も
可
）

●�

定
員
／
10
人

●
募
集
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
定
員
で
締
切

●�

申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

●�

定
員
／
①
、
②
と
も
各
５
人

●�

募
集
期
間
／
11
月
4
日
㈮
～
定
員
で
締
切

●�

申
込
み・問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　
も
し
も
の
時
に
備
え
、
防
災
に
関
す
る
こ

と
や
災
害
時
の
対
応
な
ど
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
11
月
29
日
㈫ 

9
時
50
分（
受
付
）～

11
時
50
分

●�

場
所
／
指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所「
愛
仙
」

●�

講
師
／
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
社
会

教
育
主
事
）

●�

内
容
／
防
災
対
策
と
災
害
時
対
応
な
ど

●�

受
講
料
／
無
料

●�

持
ち
物
／
内
履
き
、
そ
の
他
各
自
の
必
需
品

●�

定
員
／
30
人

▼�（
注
1
）介
助
が
必
要
な
方
は
、
ご
家
族
の

方
な
ど
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�（
注
2
）運
動
制
限
の
あ
る
方
は
、
事
前
に

参
加
の
可
否
を
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼�（
注
3
）参
加
者
へ
の
配
慮
事
項
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●�

募
集
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
18
日
㈮

●�

申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

　
友
人
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
、
心
を
込

め
た
直
筆
の
年
賀
状
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
①
11
月
30
日 

②
12
月
7
日 

③
12
月

14
日（
毎
週
水
曜
日
）10
時
～
11
時
30
分

●�

場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
鈴
木
佐
岐
子
氏

●�

受
講
料
／
無
料

●�

持
ち
物
／
筆
ペ
ン
な
ど
の
筆
記
用
具

●�

定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
21
日
㈪

●
申
込
み・問
合
せ
／
中
央
公
民
館

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ン
テ
リ
ア
で
も
使
え
る

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
12
月
14
日
㈬
、 

21
日
㈬ 

10
時
～
12
時

（
両
日
同
じ
内
容
で
、
両
日
参
加
も
可
能
）

●�
場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー

●�

講
師
／
ハ
ー
ト
ハ
ー
ブ 

ス
タ
ッ
フ

●�

受
講
料
／
６
０
０
円（
材
料
代
）

●�

定
員
／
各
回
10
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
1
日
㈫
～
25
日
㈮

●�

申
込
み・問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

田沢湖図書館 ☎43-1307

　わたしたちのハンドメイド作品展テーマ展示

　田沢湖図書館で行ってい
る手作り教室の生徒さんた
ちの作品展です。
　手芸の本もたくさん展示
します。もちろん貸出 OK
です！玉手おはなし 箱

11月19日 ㈯

田沢湖図書館 1階
10:00～入場無料

いろんなおはなしいろんなおはなし
いっぱい !いっぱい !

とことことことこ

タイムタイム 1111月月
　お子さんと一緒に利用できる、
泣いても笑ってもいい時間です。

9:00 ～ 12:00
12日 ㈯▼5日 ㈯▼

26日 ㈯▼

 新着図書を紹介します   

▼我、鉄路を拓かん《梶よう子》　 ▼新！店長がバカすぎて
《早見和真》　 ▼奇跡を蒔くひと《五十嵐貴久》　 ▼これでよ
ゆうの晩ごはん《暮しの手帖編集部》　 ▼ぐりとぐらのて
づくりブック《福音館書店編集部》　 ▼タヌキの土居くん

《富安陽子》
●�このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入ってきています。

パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
の
せ
か
い

い
ち
お
い
し
い
パ
ン
レ
シ
ピ

《
吉
永
麻
衣
子
、
柴
田
ケ
イ
コ

／KADOKAW
A

》

マ
マ
っ
て
す
ご
ー
い
！

《
ク
リ
ス
・
ホ
ー
ト
ン

／
Ｂ
Ｌ
出
版
》

11月の
休館日

1日火（10月末整理休館）  3日木・祝  7日月  14日月
21日月  23日水・祝  28日月  30日水（月末整理休館）

学習資料館 ☎43-3333

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333

4日金 ～ 14日月（展示替え休館）
21日月  28日月

11月の
休館日

1日火（整理休館）  3日木・祝  7日月  14日月  
21日月  23日水・祝  28日月  30日水（整理休館）

11月の
休館日

未然に防ぎましょう！テ
ー
マ
展
示

「 大きく見やすい、大活字本 」

「 冬の事故を防ごう 」

 坂本梅子 詩の世界展 　坂本梅子は 50歳で第１詩集を発行した遅咲きの詩人ですが、その創作活動は 100歳ま
で続きました。梅子の詩は鋭い言葉で魂に訴えかけるものが多く、初めて接する人にはや
や刺激が強いかもしれません。しかし、彼女の詩に魅せられ、影響を受けた人も少なくあ
りません。生み出された詩は勿論のこと、本の装丁やタイトルの文字など細部にわたる梅
子のこだわりも本展の見どころです。ぜひこの機会にご堪能ください。

会期：11月15日㈫から会期：11月15日㈫から
令和 5 年 2 月 26 日㈰まで令和 5 年 2 月 26 日㈰まで

19日 ㈯▼

ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団

《
池
井
戸
潤
／
集
英
社
》

「 つかれたらひと休み　心にゆとりを 」
心もからだも休めましょう！

 新着図書を紹介します

▼あこがれ《瀬戸内寂聴》　 ▼編めば編むほどわたしはわたしになっていっ
た《三國万里子》　 ▼しろがねの葉《千早茜》　 ▼沖縄県知事－その人生と
思想－《野添文彬》　 ▼老年の読書《前田速夫》　 ▼それでも僕は東大に合
格したかった《西岡壱誠》　 ▼ベンチャーキャピタル全史《トム・ニコラ
ス／著、鈴木立哉／訳》　 ▼名探偵のいけにえ－人民教会殺人事件－《白
井智之》　 ▼「十二国記」画集〈第二集〉青陽の曲《山田章博》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

夏
日
狂
想

《
窪
美
澄
》

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
・
タ
ン

《
宇
佐
美
ま
こ
と
》

おはなしかいうさぎのみみ

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　　「「おおおおききななぼぼううしし」」☆☆「「どどううぶぶつつ」」ののおおははななししをを
　　じじゅゅんんびびししててままっっててまますす♪♪
☆☆ささいいごごににみみんんななでで「「おおりりががみみ」」ででああそそびびままししょょうう。。

　　ととももだだちちささそそっっててみみんんななででききててねね♪♪

５５月月１１２２日日（（第第２２土土））ＡＡＭＭ1100::0000～～
☆☆エエププロロンンシシアアタターー　　「「ジジャャッッククとと豆豆のの木木」」☆☆おおおおががたたかかみみししばばいい

おおははななししかかいいううささぎぎののみみみみ
10:00～11月5日 ㈯

★大型紙芝居「しくじったまほうつかい」
★エプロンシアター「アンパンマンとばいきんまん」
★アンパンマンのおめんをつくりましょう！

どんな
まほうつかいかな？
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11
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

仙
北
市
子
育
て
支
援
施
設
『
さ
く
ラ
ッ
コ
』

子 育 て イ ン フ オ メ ー シ ヨ ン 子 育 て イ ン フ オ メ ー シ
ヨ ン

日にち 受付時間 内容

7日 ㈪・22日 ㈫ 13:15 ～ 13:30 ・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・保健師と栄養士の話
・個別相談
（約 1 時間半前後の時間
がかかります）14日 ㈪・29日 ㈫ 9:45 ～ 10:00

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確
認できるもの（運転免許証、パスポートなど）

母子健康手帳交付

日にち 健診名 対象者 受付時間

10日㈭ 3 歳 6 か月児 H31年 4 月生～
R1年 5 月生

12:45～13:0017日㈭ 1 歳 6 か月児 R3 年 4 月生
18日㈮ 2 歳 6 か月児歯 R2 年 4 月生

24日㈭ 4・10 か月児 R4 年 7月1日生～ 24日生
R3 年12 月生 13:00～13:30

乳幼児健診

こどもカレンダーこどもカレンダー
月

電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-2252　　《携帯》080-2813-0835
※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。

日にち 内容 対象者 時間

8日㈫ 救急講座 2か月後半～
1歳未満

受付 9:10～ 9:30
講座 9:30～11:30

ママと赤ちゃんのふれあい講座 （保健課に申し込みが必要です）

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあ
ります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援
する基盤作りのため、次のような活動を行っています。

 ★育児不安などについての相談指導 
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して
相談を受け付けています。1 人で悩まず、小さなことで
もお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00 ～17:00。手紙・FAX
などはいつでも】  ★子育てサークルなどへの支援 

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を
提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある方
はぜひご連絡ください。

 ★集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設 
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場
を開いています。保育園などに入園していないお子さん
と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃん
など、どなたでも参加できます（随時、園を開放してい
ます。月～金曜日の 9:00 ～17:00）。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡
ください。　※持ち物などは各園にご確認ください。

1 歳 3 か月児健康相談
日にち 対象者 受付時間
11日㈮ R3 年 8 月生 9:40 ～ 9:55

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親子
の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、子育て
関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施しています。
　子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっくりとした環境
を準備してお待ちしていますので、どうぞお気軽においでく
ださい！

なかよしルーム（にこにここども園内）なかよしルーム（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

11日金／音楽遊びを楽しもう♪講師：日沼先生
17日木／どんぐりの手作りおもちゃをつくってみよう
24日木／�好きなおもちゃを見つけて遊ぼう
※�11日の参加希望者は事前に連絡をお願いします。
※�天気がよい日は、園庭で遊びます。帽子・外靴・着替え・汗拭き
タオルなどを持参してください。
※�水分補給できるものを持参してください。

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX 48-2525　時間 9☎ 48-2345　FAX 48-2525　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

2日水／園庭で遊ぼう
  9日水／�ケセランバサランさんによる読み聞かせの会に

参加しよう！
16日水／こども園のお友だちと遊ぼう
30日水／手作りおやつをつくろう
※�帽子や着替え、水分補給できるものなどを持参してください。
※�参加の際は、前日まで連絡をお願いします。

さくラッコのイベントは無料です！さくラッコのイベントは無料です！

お子さんのお誕生月に遊びに来てくれた方には、お誕
生日カードをプレゼントします！

仙北市ホームページのほか、はなさき仙
北のホームページからもご確認いただけ
ます。

仙北市 はなさき仙北

おひさまルーム（角館こども園内）おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

1日火／�紙粘土で遊びましょう
  8日火／�みんなで遊びましょう
※ご利用の際は、事前にご連絡ください。
※お子さんの飲み物を持参してください。
※内容が変更になる場合があります。ご了承ください。

はっぴいルーム

（お友だち作りや情報交換の場として開放）
11月の開放日 （毎週水・木・金曜日 10：00 ～ 15：00）

　水曜日    2 日・   9 日・16 日・30 日
　木曜日  10 日・17 日・24 日
　金曜日 　4 日・11 日・18 日・25 日

　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、引っ
越してきたばかりで知らないことばかり…と不安なママ。も
ちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃんもどうぞ一緒に
遊びにきてくださいね。

予約予約
不要不要

　　　　◆場所　　健康管理センター（角館）
　　　　◆問合せ　仙北市保健課  ☎ 43-2252　　　　

1日火／身体測定・こども園で遊ぼう
8日火／体を動かして遊ぼう
22日火／11月生まれのお誕生会・こども園で遊ぼう
※�帽子・外靴・着替え・水分補給できるものなどを持参してください。
※天気がよい日は園庭で遊びます。

わいわい広場（神代こども園内）わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

21日㈪ 10:00～11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・
育児の相談ができます。個別相談もでき
ますので、希望者はご連絡ください。

1111おやこ交流広場
開放日 時間 内容

7日㈪・14日㈪・
21日㈪・28日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に
遊べるスペース。申込不要で
自由参加。

※ 21 日は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

2日水／くるくる絵本をつくりましょう
9日水／身体測定をしましょう
16日水／物語の世界へようこそ～はらぺこあおむし～
※お子さんの飲み物・オムツ・着替えを持参してください。
※�毎日、園開放（だしっこ広場）もしています。ぜひご利用ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9::3030 ～～ 1111::3030

わくわく広場

25 日 金  10:00 ～12:00

　料理教室　 　※料理中、お子さまは託児となります。
〈場所〉仙北市健康管理センター 調理室
〈講師〉木元千恵子さん
　　　　( ガーデンカフェ＆デリカ Kimoto オーナー )

〈持ち物〉エプロン・バンダナ
　大人気の料理教室！今年はやります！
　季節の食材を使った料理を作りましょう♪
　作った料理は持ち帰りいただき、調理後解散となりま
す。

あつまれ！0歳児 !!

（0 歳児以上のお子さんも参加可能です）

18 日 金  ① 10:30 ～ 11:30　
　　　　　　② 13:30 ～14:30

　手形アート　
　かわいいお子さんの手形足形をアート作品にしません
か？今回はトートバッグにプリントして後日お渡しする予
定です。

事前予約制事前予約制
①4組①4組
②4組②4組

すくすく成長記録Day

10 日 木  10:00 ～ 11:00
　月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお
子さんの身長体重を測って記録してみましょう。
　子育てのお悩みも相談できます。

予約予約
不要不要

子育てサポート　「はっぴい・マム」

Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
イベントへの参加申し込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、角館児童館向かって右側（山
側）、または、仙北市総合情報センターをご利用
ください。

角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）
☎080-1663-4494問

合
せ

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！

→
→

事前予約制事前予約制
6組6組
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示
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保
健
と
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示
板

▶ �2日分の採便ができない場合や、期限切れ
の採便容器を使用した場合は検査ができま
せん。

▶ �採便容器が届いていない方でも、40歳以
上の方は検診を受けることができます。採
便容器は、保健課、各市民センター、出張
所で配布しています。

問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252

場　所 期　日
受付時間

 西木総合開発センター 11月13日 ㈰
  9:30 ～ 11:30

 田沢湖総合開発センター 11月14日 ㈪
10:00 ～ 12:30

 健康管理センター（角館） 11月15日 ㈫
10:00 ～ 12:30

 神代就業改善センター 11月20日 ㈰
 9:30 ～ 11:30

 健康管理センター（角館） 11月21日 ㈪
10:00 ～ 12:30

 田沢湖総合開発センター 11月27日 ㈰
  9:30 ～ 11:30

 西木総合開発センター 11月28日 ㈪
10:00 ～ 12:30

 健康管理センター（角館） 12月  4日 ㈰
  9:30 ～ 11:30

▶ 仙北市国民健康保険被保険者 ( 保険証 )
▶ 後期高齢者医療保険被保険者 ( 保険証 )
▶ 生活保護世帯 ( 緊急時医療依頼書 )
▶ �世帯全員が市民税非課税の方 ( 市・県民税

非課税世帯証明書 )
▶ 70歳以上の方 ( 保険証 )

検診無料対象者（持ち物）

大腸がん単独検診大腸がん単独検診  のお知らせのお知らせ

【対象者】 40歳以上の方

【検診内容】 便潜血検査
( 事前に採便容器に2日分採便してください )

【検診料金】 500円

【持ち物】 健康保険証、各種健 ( 検 ) 診受診券

【注意事項】 

平成21年度から「大腸がん検診の研究
（比較試験）」を実施しています。研究
参加者の方は、今年度も「健康アンケー
ト」の提出と便潜血検査（2日分の便検
査）にご協力をお願いします。検診料
金は無料になります。

　皆さんは今後の人生をどう過ごして
いきたいか考えることがありますか。
　今回の市民公開講座では、誰もがい
つまでも自分らしい人生を送り、いず
れ迎える最期について、どのような準
備が必要なのか、実際に対応している
方々を招きお話を聞きます。
　自分が望む人生となるためには、早
めの準備が大事になります。
　ぜひ、気軽にご参加ください。

申込・問合せ／
仙北市包括支援センター ☎43-2283

市民公開講座市民公開講座　　～いつまでも自分らしい人生となるために～～いつまでも自分らしい人生となるために～

▶ �日時／ 12月3日㈯ 9:30 ～ 11:30（受付8:50 ～ 9:20）
▶ �講演／ 「いつまでも自分らしい人生となるために」　　

講師：㈱丸栄堂 取締役 （終活カウンセラー） 三浦由妃 氏
▶ ��パネルディスカッション／
　 座長：西明寺診療所 所長 市川晋一 氏
　 パネリスト：㈱丸栄堂 取締役 （終活カウンセラー）
　　　　　　　　三浦由妃 氏
　　　　　　  ：清流苑居宅介護支援センター管理者
　　　　　　　　佐藤美恵子 氏
　　　　　　  ：大曲厚生医療センター緩和ケア認定看護師
　　　　　　　　小松英樹 氏
▶ �場所／ にしき温泉ふれあいプラザクリオン ２階ホール
▶ �申込期限／ 11月18日㈮
▶ �定員／ 100人（事前申し込み必要）

「脱！高血圧教室」「脱！高血圧教室」  を開催します！を開催します！

申込・問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252

　血圧が高めの方を対象に、高血圧の悪化を予防し高血圧がもとになって起こる病気を防ぐた
めの教室を開催します。「血圧が年々上がってきた」、「お医者さんに運動するよう言われたけど、
なかなかできない」とお悩みの方におすすめの教室です。教室に参加して、自分に合った具体
的な改善方法をみつけ、こころもからだもイキイキと過ごしましょう。全 5回の教室です。

回数 　　　　場所
内容

角館
健康管理センター

西木
総合開発センター

田沢湖
総合開発センター 時間

第1回 勉強会① 11月25日㈮ 11月30日㈬ 12月6日㈫ 13:30 ～ 15:30

第2回 運動教室① 12月12日㈪ 12月16日㈮ 12月19日㈪

13:30 ～ 15:00
第3回 栄養教室 1月11日㈬ 1月18日㈬ 1月17日㈫

第4回 運動教室② 2月1日㈬ 2月3日㈮ 2月8日㈬

第5回 勉強会② 2月20日㈪ 2月28日㈫ 2月24日㈮

　令和3年度　参加者の声　
◆ ��自分一人ではできないことも、アドバイスを
受けながら皆頑張っていることが励みになり、
おかげさまでひと冬、体をよく動かせました。

◆ ��取り組むのが難しいことだと　　　　　　　
進歩もなかったと思いますが、　　　　　　　
無理なく運動もできたし、勉　　　　　　　
強会もわかりやすくよかった　　　　　　　
です。

　 （R3教室アンケートから）

▶ �対象／ 特定健診（40 ～ 74歳までの方）や
人間ドックの結果、収縮期血圧140以上ま
たは拡張期血圧90以上の方。

　 �※治療中の方は、主治医から運動制限がな
いかご確認ください。

▶ �定員／ 各会場20人まで。
▶ �内容／ 保健師による勉強会（２回）、健康

運動指導士による運動教室（2回）、管理栄
養士による栄養教室（１回）

▶ �申込期限／
　 �角館会場：11月18日㈮
　 �西木会場：11月22日㈫
　 �田沢湖会場：11月29日㈫
▶ �期日・場所・開催時間／

※受付時間：13:00 ～ 13:20※どの会場でもご参加いただけます

必見 !
血圧の高い方 !!

　　介護保険事務所から　

地域密着型サービス事業所を公募します

▶ �大曲仙北広域市町村圏組合 介護保険事務所 
指導監査班 ☎ 0187-86-3913　　　　　
E-mail　j-kansa@oskaigonet.or.jp

申込・問合せ

◆公募するサービス
　①定期巡回・随時対応型訪問介護看護
　②看護小規模多機能型居宅介護
　※整備地域は、大仙市、仙北市、美郷町全域
　※整備期間は令和 4 年度～令和 5 年度
◆応募要件
　・�設置主体が法人であること　　　　　　　　　　

( ②は病床を有する診療所の開設者でも可 )
　・整備期間内に事業の開始が可能であること
　・�介護保険法第 78 条の 2 第 4 項各号に該当しないこと
　・公募に係る説明会に参加すること
◆公募に係る説明会
　▶ �日時／ 12 月 2 日㈮ 13:30 ～
　▶ �場所／大仙市役所仙北庁舎 3 階 大会議室

◆申込方法
　「法人名、参加者名、電話番号、開設を希望する事業名、
開設予定地、開設予定時期」を明記し、電子メールに
より申し込み。電子メール送信後に届いたか電話で確
認をしてください。
※参加は 1 法人につき 2 人まで
◆申込期限　
　11 月 25 日㈮ 17:00
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問合せ／仙北市保健課  ☎43-2252

ご参加の際は、マスクの着用をお願いします。

問合せ／ NPO 法人 KOU  大屋みはる☎018-853-4367

　“若者の居場所 ”とは、心の重荷を下ろす場所です。辛い、
苦しい、不安、眠れない、家にいても居心地が悪い、社会の
中で生きづらいと感じているすべての若者が対象です。一緒
にお茶を飲んだり、おやつを食べたり、ちょっとしたゲーム
をしながら若者同士で交流しましょう。ぜひひとりで抱え込
まずに、まずは足を運んでください。お待ちしています。

1111月月1515日日火　14:00 ～ 16:00

若者の居場所
若者同士で交流しましょう !

場所　角館交流センター（和室）
主催　�NPO法人KOU（あきた若者サポートステーション

運営団体）

参加無料 !

時間　午前／①10:00 ～10:50　②11:00 ～11:50
午後／③13:30 ～14:20　④14:30 ～15:20

あなたの話を聴いてくれる人がいる

こころの相談

西木総合開発センター ▼  1111 月月 2222 日日火 午前のみ

相談方法　面談または電話（予約時にご希望をお聞きし
ます）

※電話相談を予約された方には、予約の日時にスタッフよ
り電話をします。

予約締切　事前にお電話ください(当日でも空きがあれば可）。
スタッフ　公認心理師・臨床心理士

　経済・生活の不安、職場環境や人間関係、子育てや家族関
係、病気や健康の不安、近隣関係などから、心配で夜中に
目が覚めたり、以前のように食事がとれないことはありませ
んか。また、ため息が増えたり、気分が沈んで自分を責めたり、
反対にイライラして人や物にあたってあとで後悔したり、い
つもがまんばかりしていると感じていませんか。
　保健課では、このような方々に「こころの相談」をおすす
めしています。困りごとを、話せるところからゆっくり話し
てみませんか？ひとりで悩まないで話をしてみましょう。

角館庁舎 ▼  1111 月月 77 日日月 午前のみ ・ 1111 月月 1414 日日月 
午後のみ・1111 月月 2121 日日月 ・ 1111 月月 2828 日日月 午後のみ ・ 
1212 月月 11 日日木 ・ 1212 月月 88 日日木 午前のみ ・ 1212 月月 1919 日日
月 午後のみ・ 1212 月月 2626 日日月 

田沢湖健康増進センター ▼

1111 月月 99 日日水 午後のみ ・ 1212 月月 77 日日水 午後のみ

1111月月22日日水・1212月月77日日水　13:00 ～ 16:00

語って、笑って、ホッと一息①

えがおサロン

　傾聴ボランティア「えくぼの会」では、毎月サロンを開
き、個人の悩みや相談に応じています。お茶やコーヒー
を飲んで語ってホッとするスペースです。予約なしで、
どなたでも好きな時間に参加できますので、ぜひお立ち
寄りください。
傾聴ボランティア「えくぼの会」

場所　田沢湖健康増進センター 交流プラザ
内容　血圧測定、健康講話、脳トレ、手工芸など
参加料　100円

相談は
秘密厳守

です かだれ

　一緒にお茶を飲んだり認知症予防ゲームなど、やりた
いことをやりましょう！集いの場「かだれ」が開催され
ている時間内に個別にお話をお聞きします（予約先 小松 
☎090-2975-3450）。相談は無料ですので、遠慮なくお
越しください。

語って、笑って、ホッと一息②

1111月月1616日日水　10:00 ～15:00
内容　
▶10:00 ～ 12:00 保健師による血圧測定、健康相談など
▶12:00 ～ 15:00 認知症予防体操、ゲームなど
場所　田沢湖健康増進センター 調理室
参加料　100円（昼食は各自でご持参ください）

傾聴ボランティア

　心に溜まったことや、気になること、心配なことなど
話してみませんか。「えくぼの会」会員がゆっくりお茶を
飲みながら一緒に考えていきます。開催時間内の都合の
よいときにお気軽にお越しください。

場所　�角館交流センター

だれかに話をすると安心する

えくぼの会
1111月月1616日日水　10:00 ～14:00

傾聴ボランティア

大曲仙北歯科医師会 

11月の
休日歯科診療当番医

 診療時間9:00 ～ 12:00

6日　田口歯科クリニック（仙北市角館町）
13日　小坂歯科医院（大仙市刈和野）
20日　金子歯科クリニック（大仙市大曲丸子町）
27日　高山歯科医院（美郷町土崎）

☎ 0187-53-2212
☎ 0187-75-1015
☎ 0187-63-7300
☎ 0187-85-3911

病院がお休みの日に急に歯が痛くなったり、処置が必要になったときに当番制で診
療を行っています。受診の前に必ず電話でご確認ください。

　仙北市内では、5 か所でオレンジカフェ（総
称）が毎月 1 回開催されています。
　オレンジカフェは、厚生労働省が進めてい
る認知症施策の一つで、認知症の人も家族も
地域の人も誰でも気軽に集い、交流すること
のできる集いの場です。また、認知症に関す
る相談にも応じることができますので、気軽
に参加してスタッフに声をかけてください。
　感染症の状況により、開催を休止する場合も
あります。開催内容の詳細については、直接カ
フェにお問い合わせください。

● �参加される方へお願い　　　　　　　　　　
基本的な感染対策をお願いします。参加する前
には、体温測定、健康チェックをしましょう。
発熱または風邪の症状がある場合は無理せず自
宅で療養をお願いします。カフェに入る際には、
マスクの着用、手指消毒をお願いします。ほか
の方との十分な距離を取りましょう。

● �オレンジカフェのお手伝いについて　　　
認知症サポーターやキャラバンメイト、仙北地
域かがやき隊の皆さまで、カフェのお手伝いに
参加をご希望される方は、包括支援センターま
でご連絡ください。

問合せ／仙北市包括支援センター ☎43-2283

 今年度もオレンジカフェが開催されています♪  

11 月の日程
カフェの名称 代表者 場所 連絡先 開催日 時間 個人負担

たんぽぽカフェ 佐々木恵 角館交流センター 52-2540 11月9日㈬ 10:00 ～
12:00 なし

下延オレンジカ
フェの会 藤原律子 下延住民センター 55-5449 11月15日㈫ 14:00 ～

16:00 100円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか
瀬スペース

080-3198-
4136 11月16日㈬ 10:00 ～

12:00
300円　初めての
方は事前連絡必要

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセン
ターささえ愛 42-8666 11月20日㈰   9:30 ～

11:30 100円

オレンジカフェ
ひまわり 長澤早恵 グループホームひ

まわり地域交流室 55-5272 11月26日㈯ 14:00 ～
16:00 100円

　笑いは、おなかや、胸の筋肉を動かすことで酸素を体内
に取り込み、免疫力を高め、さまざまな病気に対して強い
体を作るだけでなく、自律神経のバランスを整え、ストレス
にも強くなります。また、たのしい仲間と一緒に笑うことで
さらに効果が実感できますので、この機会に体験してみま
せんか？申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

受付　9:40 ～10:00　終了　11:30頃
場所　健康管理センター（角館）
内容　笑いヨガ・健康のお話など

笑いで和、輪、話を広げよう！

笑いの会
1111月月1818日日金　



市税  市民税や固定資産税など

分担金及び負担金  保育料など

使用料及び手数料  �施設使用料や戸籍等の証
明書交付手数料など

財産収入  貯金利子や市所有物の売却収入など

寄附金  寄附でいただいたお金

繰入金  ほかの会計から繰り入れしたお金

繰越金  前年度残ったお金

諸収入  貸付金の元利収入など

地方消費税交付金  �消費税から一定の基準で
地方に交付されるお金

地方交付税  �地域間の財政力格差を調整する
ために国から交付されるお金

国庫支出金  �特定の事業に対し、国から交付
される補助金など

県支出金  �特定の事業に対し、県から交付さ
れる補助金など

市債  大きな事業を行うために借り入れるお金

その他  地方譲与税、各種交付金など

歳入総額 歳出総額 差引額 繰越財源 実質収支額

3 年度 227億2,650万9千円 221億6,620万6千円 5 億6,030 万3 千円 6,139 万2 千円 4 億9,891 万1 千円

2 年度 264 億4,975 万円 260億1,776万3千円 4 億3,198 万7 千円 2,312 万5 千円 4 億886 万2 千円

増減額 ▲ 37億 2,324万 1千円 ▲ 38億 5,155万 7千円 1 億2,831 万6 千円 3,826 万7 千円 9,004 万9 千円

基金現在高
　財源不足への備えや、地域振興などの特定目的に活用
するための積立金の現在高。

31 億1,650 万6 千円

地方債現在高
　道路、河川、学校などの施設整備のために借り入れた
地方債（長期借入金）の現在高。

232 億2,242 万6 千円

財政力指数
　財政力を表す指標で、「標準的な行政を行うために必要
な財源に対する市税などの自主財源の割合」の過去 3 か
年の平均値。「1」に近いほど財源に余裕があり、地方交
付税や補助金などへの依存度が高いほど低い数値になり
ます。
　仙北市は市税の割合が歳入の 11.6％で、県内の多くの
市町村と同様、地方交付税への依存度（40.6％）が高く
なっています。

0.259

経常収支比率
　財政構造の弾力性を表す指標で、市税や地方交付税な
ど（一般財源）を人件費や扶助費、公債費など（経常的経費）
にどのくらい割り当てられているかを表す指標。この比
率が高いほど、財政は硬直化していることになります。
　仙北市は昨年度（95.8％）と比較し 2.6％改善してい
ます。

93.2 ％

実質公債費比率
　標準的な行政サービスを行うための財政規模（標準財
政規模）に対する市の借金返済金（公債費※地方債の元
利償還金、下水道や病院などの元利償還金に対する負担
金、繰出金なども含む）の割合。この比率が高いほど、
財政の硬直性が高く、18％未満が望ましいとされ、25％
を超える団体は地方債の一部が制限されます。
　仙北市は昨年度（9.9％）と比較し 0.6％改善しています。

9.3 %

227億2,650万9千円歳入

県支出金

その他

分担金及び
負担金

自主財源　28.4% 依存財源　71.6%

使用料及び手数料

財産収入

諸収入

地方消費税交付金

繰越金

2 億3,827 万3 千円

2 億2,755 万6 千円

7 億1,264 万5 千円

6 億4,500 万3 千円 15 億491 万1 千円

地方交付税
92 億2,796 万円

17 億
980 万

8 千円

4 億1,163 万2 千円

3,041 万9 千円 2,385 万2 千円

市税
26 億

4,367 万
8 千円

11 億4,037 万4 千円

市債

決算をお知らせします

維持補修費

普通建設
事業費

災害復旧事業費

投資及び出資金
貸付金

6 億7,942 万1 千円

4 億470 万8 千円
3 億7,430 万円

94 万1 千円

人件費
物件費 扶助費

補助費等
公債費

繰出金
36 億9,343 万4 千円

22 億
4,649 万

3 千円

14 億
8,595 万

8 千円

49 億9,463 万7 千円
20 億
8,507 万

1 千円

28 億
4,416 万

9 千円

19 億
4,674 万

6 千円

総額

財政状況を測る「ものさし」

令和 3 年度普通会計決算統計からみた仙北市の財政指標

問 仙北市財政課  ☎ 43-1113

国庫支出金
27 億

7,355 万1 千円

一般会計

　令和3年度一般会計の決算額は、歳入総額227億2,650万9千円、
歳出総額 221 億 6,620 万 6 千円、歳入歳出の差引が 5 億 6,030 万
3 千円です。
　これから次年度に繰り越した事業の財源 6,139 万 2 千円を差し
引き、4 億 9,891 万 1 千円の黒字となりました。

歳入総額－歳出総額－繰越財源

▶

▶

▶

▶

▶

221億6,620万6千円歳出（性質別） 総額一般会計

繰入金
14 億
3,684万

7 千円

14 億1,032 万8 千円

寄附金

積立金

実質収支額は実質収支額は
44 億億 9,8919,891万万11千円 千円 の黒字の黒字

労働費
農林水産業費

商工費

議会費
1 億5,440 万円 6,780 万7 千円

10 億4,329 万9 千円

総務費 民生費 衛生費

43 億4,617 万6 千円
29 億
4,681 万7 千円55 億8,731 万2 千円

土木費
22 億

5,704 万
6 千円

教育費 15 億1,048 万5 千円

公債費
20 億
8,507 万

1 千円

8 億3,311 万7 千円消防費

13 億3,467 万6 千円

歳出（目的別）一般会計

令和 3 年度

用 語 解 説

道路や公園の整備などまち
づくりのためのお金

火災・自然災害などの防災
活動のためのお金

学校などの整備や教育振興
のためのお金

観光や商工業の振興のため
のお金市議会運営のためのお金議議会費 6,307 円

行政運営のためのお金 177,540円総務費

子どもやお年寄り、体の不
自由な方などの福祉のため
のお金

228,240円民生費

ごみ処理や市民の健康のた
めのお金 120,376円衛生費

働く機会の確保や労働環境
を改善するためのお金 2,770 円労働費

農林水産業の振興と育成
のためのお金

農林
水産業費 54,521 円

商工費 42,618 円

土木費 92,200 円

消防費 34,033 円

教育費 61,703 円

市の借入金の返済のための
お金公債費 85,174 円

内訳は…。内訳は…。合計 905,482円

令和 4 年 3 月 31 日現在の人口 24,48024,480 人人で計算で計算

人口 1 人当たりに換算すると…。人口 1 人当たりに換算すると…。
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表紙の写真から表紙の写真から 障がい者スポーツを障がい者スポーツを体験体験
体育館に歓声響く
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、
秋
田
県
の
社
会
教
育
主

事
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
好
プ

レ
ー
が
出
る
と
歓
声
が
上
が
る
な
ど

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
同
窓
生

の
大
柄
喜
保
さ
ん
は
「
参
加
し
た
皆

さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
、

ま
た
愛
仙
利
用
者
の
藤
本
拓
也
さ
ん

は
「
卓
球
バ
レ
ー
が
楽
し
か
っ
た
の

で
、
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
窓
会
会
長
の
林
将
広
さ
ん
は「
４

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

機
会
が
あ
る
と
い
い
と
思
う
」
と
話

し
ま
し
た
。

赤
と
青
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
目
標
と
な
る
白

い
ボ
ー
ル
に
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ボ
ッ

チ
ャ
。

卓
球
バ
レ
ー
は
、
１
チ
ー
ム
６
人
で
ネ
ッ
ト
を

挟
み
、
イ
ス
に
座
っ
て
ボ
ー
ル
を
打
ち
合
い
ま

す
。

仙
北
市
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
を
世
界
へ
発
信

佐さ

と

う藤 
成な

り
ま
さ真 

さ
ん

　
仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

佐
藤
成
真
さ
ん
が
着
任
し
、
10
月
３
日
、

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
仙
北
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
９
人
の
協

力
隊
員
を
受
け
入
れ
、
佐
藤
さ
ん
が
10

人
目
と
な
り
ま
す
。
佐
藤
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
動
画
編
集
の

仕
事
を
し
て
お
り
、
日
本
国
内
の
会
社

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
さ
い
た
ま
市
生
ま
れ

で
、
親
の
仕
事
の
関
係
で
9
歳
か
ら
７

年
間
、
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
、

バ
ー
ズ
タ
ウ
ン
で
育
ち
ま
し
た
。
帰
国

後
は
、
福
島
県
内
の
高
校
を
卒
業
、
そ

の
後
は
秋
田
市
の
国
際
教
養
大
学
に
進

学
し
て
２
０
２
１
年
３
月
に
卒
業
し
て

い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
秋
田
市
の
古
民

家
に
友
人
や
後
輩
と
シ
ェ
ア
し
な
が
ら

住
み
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
動
画
編
集
の
仕
事
は
高
速

回
線
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
一
度
、
茨

城
県
に
移
住
し
た
も
の
の
大
学
在
学
中

に
訪
れ
た
乳
頭
温
泉
郷
や
田
沢
湖
の
自

然
を
思
い
出
し
、
田
舎
暮
ら
し
を
し
た

い
と
強
く
思
っ
た
そ
う
で
す
。

仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
佐
藤
さ
ん
の
業
務
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
主

に
な
り
ま
す
。
そ
の
業
務
を
行
い
つ
つ

「
武
家
屋
敷
な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
、
英

語
の
字
幕
を
入
れ
て
説
明
す
る
よ
う
な

映
像
の
配
信
な
ど
、
得
意
な
語
学
を
活

か
し
た
い
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
た
め
に
も
、
編
集
に
と
ど
ま
ら
ず
、

撮
影
に
も
取
り
組
み
た
い
」
と
、
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
田
口
市
長
か
ら
も
「
動
画
編
集
の
プ

ロ
と
聞
い
て
お
り
、
観
光
資
源
が
豊
富

で
日
本
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
こ
の
仙

北
市
の
魅
力
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
届
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
で

も
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

初めまして !
地域おこし協力隊に

着任しました

会計名 区分 収入 支出 差引

病院事業
収益的収支 46 億3,049 万1 千円 49 億2,564 万4 千円 ▲ 2 億9,515 万3 千円

資本的収支 3 億7,730 万8 千円 6 億807 万9 千円

温泉事業
収益的収支 4,502 万4 千円 4,932 万8 千円 ▲ 430 万4 千円

資本的収支 6,111 万1 千円 6,298 万1 千円

水道事業
収益的収支 4 億7,286 万7 千円 5 億7,990 万7 千円 ▲ 1 億704 万円

資本的収支 4 億5,703 万1 千円 6 億6,095 万円

下水道事業
収益的収支 8 億4,239 万8 千円 9 億2,514 万7 千円 ▲ 8,274 万9 千円

資本的収支 6 億1,266 万6 千円 7 億9,053 万8 千円

※収益的収支については、消費税及び地方消費税を除く（損益計算書から）。

会計名 歳入総額
(A)

歳出総額
(B)

歳入歳出差引額 (C)
(A-B)

繰越事業費
繰越財源 (D)

実質収支額
(C-D)

集中管理 41 億8,162 万3 千円 41 億8,162 万3 千円 0 円 0 円 0 円

国民健康保険
（事業勘定） 31 億3,208 万2 千円 29 億4,437 万8 千円 1 億8,770 万4 千円 0 円 1 億8,770 万4 千円

国民健康保険
（神代診療施設勘定）

9,171 万2 千円 9,168 万1 千円 3 万1 千円 0 円 3 万1 千円

後期高齢者医療 3 億3,726 万2 千円 3 億3,716 万円 10 万2 千円 0 円 10 万2 千円

介護保険 4 億5,560 万7 千円 4 億5,552 万7 千円 8 万円 0 円 8 万円

生保内財産区 1 億1,737 万5 千円 1 億671 万6 千円 1,065 万9 千円 0 円 1,065 万9 千円

田沢財産区 6,172 万2 千円 5,258 万9 千円 913 万3 千円 0 円 913 万3 千円

雲沢財産区 1,052 万円 880 万9 千円 171 万1 千円 0 円 171 万1 千円

収益的収支とは…
　地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に発生す
ると見込まれるすべての収益とそれに対応するすべての費
用のことです。したがって、減価償却費のように現金支出
を伴わない支出についても費用に含まれます。

資本的収支とは…
　効果が次期以上におよび将来の収益に対応する支出とそ
の財源となる収入のことです。施設の整備や企業債の償還
元金などの支出、これに要する資金としての企業債収入な
ども資本的収支に含まれます。

決算は仙北市ホームページからもご覧いただけます
（https://www.city.semboku.akita.jp/government/information/kessanjyokyo.html）

収入・支出公営企業会計

歳入・歳出特別会計

令和 3 年度
決算状況

用 語 解 説
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仙
北
市
で
は
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
事
業

「
人
の
流
れ
と
新
た
な

時
代
を
つ
く
る
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
促

進
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、

市
内
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育

成
や
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
で

き
る
方
と
で
き
な
い

方
の
間
に
生
じ
る
情
報

格
差
の
解
消
を
目
指
し

て
、
一
連
の
講
座
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
３
日
と
10
月
１

日
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
実
際
に
操

作
し
な
が
ら
基
本
操
作

の
習
得
を
目
指
す
、
初

心
者
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
角
館
交
流

セ
ン
タ
ー
と
田
沢
湖
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
各

２
回
の
全
４
回
の
講
座

を
実
施
し
、
多
く
の
受

講
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
講
座
で
は
、
ス
マ
ホ

の
基
本
操
作
や
カ
メ
ラ

操
作
、
地
図
ア
プ
リ
の

使
い
方
な
ど
に
加
え

て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

な
ど
の
紹
介
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
う
ま
く
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
、
積

極
的
に
質
問
さ
れ
、
講

師
と
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
が
そ
れ
に
応
え
て
、

丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

初
心
者
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
実
践
的
に
習
得

個
別
フ
ォ
ロ
ー
の
様
子
。

　

10
月
９
日
、
仙
北
市
ふ
る

さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
仙
北
市
の
定
住
促
進
や
観

光
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興
を
図
る
た

め
に
、首
都
圏
な
ど
を
中
心
に
、

仙
北
市
出
身
者
や
仙
北
市
の

自
然
、
文
化
、
歴
史
を
こ
よ

な
く
愛
す
る
方
々
に
な
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
仙
北
市
ふ
る
さ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
以
降
、
令
和
２

年
度
は
中
止
、
令
和
３
年
度

は
書
面
開
催
だ
っ
た
た
め
、
３

年
ぶ
り
に
顔
を
見
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
対

応
が
難
し
い
方
向
け
に
移
住
・

交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
（
東
京

都
中
央
区
）
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
を
準
備
。
市
役
所
角
館
庁

舎
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
、サ
ポ
ー

タ
ー
の
ご
自
宅
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
ぎ
、
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
と
市
役
所
職
員
な
ど
合

わ
せ
て
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 ふ

る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

首
都
圏
な
ど
か
ら
仙
北
市
の
定
住
促
進
、

観
光
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興
を
目
指
し
てオンライン会議の様子（画面中

央は東京サテライト会場）。

　
会
議
で
は
、
仙
北
市
か
ら

角
館
の
お
祭
り
の
曳
山
運
行

や
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
３
年
ぶ

り
の
実
施
の
ほ
か
、
角
館
地

区
の
よ
ぶ
の
る
角
館
と
田
沢

湖
地
区
の
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ

の
Ａ
Ｉ
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
取
り

組
み
な
ど
の
近
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
仙
北
市
の
近
況

に
興
味
を
持
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
活
発
に
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も

Ａ
Ｉ
配
車
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
将
来
仙
北
市
に
戻
っ
た
際

に
そ
の
よ
う
な
交
通
サ
ー
ビ

ス
が
あ
れ
ば
助
か
る
な
ど
の

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
仙
北
市
ふ
る
さ

と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
は
、株
式
会
社
ウ
フ
ル（
東

京
都
港
区
）
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式

会
社
（
同
）
と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

作
り
、
令
和
３
年
度
よ
り
国
交
省
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
。
同
事

業
で
は
、Ｉ
ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
し
て

市
内
の
広
範
な
エ
リ
ア
の
防
災
情
報

や
被
災
状
況
を
一
元
把
握
す
る
仕
組

み
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
市
民
や
市
内
事

業
者
が
保
有
す
る
ホ
ビ
ー
用
ド
ロ
ー

ン
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
内

全
域
の
速
や
か
な
状
況
把
握
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
10
月
７
日
に
ド
ロ
ー
ン
を
保

有
す
る
市
民
や
市
内
事
業
者
の
協

力
を
得
て
、
田
沢
湖
高
原
ス
キ
ー
場

跡
地
の
市
指
定
ド
ロ
ー
ン
飛
行
エ
リ

ア
で
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
実
証
実
験
に
は
、
令
和
３
年
７
月

の
熱
海
土
石
流
災
害
で
ド
ロ
ー
ン
空

撮
画
像
な
ど
か
ら
捜
索
活
動
に
役

立
つ
地
図
状
の
画
像
を
作
成
し
て
災

害
対
策
本
部
へ
提
供
す
る
な
ど
の
活

躍
を
さ
れ
た
株
式
会
社
テ
ラ
・
ラ
ボ

が
参
加
し
ま
し
た
。
同
社
の
技
術
面

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ド
ロ
ー
ン

の
実
証
飛
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

実
証
実
験
で
は
、
ホ
ビ
ー
用
ド
ロ
ー

被
災
状
況
把
握
の
ド
ロ
ー
ン
実
証
実
験

ド
ロ
ー
ン
を
保
有
す
る
市
民
や
市
内
事
業
者
と
協
力

ン
の
空
撮
画
像
を
効
率
よ
く
重
ね
合

わ
せ
、
傾
き
や
ゆ
が
み
の
な
い
精
細

な
地
図
状
の
画
像
に
す
る
方
法
を

探
り
ま
し
た
。
こ
の
方
法
を
活
用
で

き
れ
ば
、
平
成
25
年
8
月
に
供
養

佛
地
区
で
発
生
し
た
よ
う
な
土
砂
災

害
が
起
き
た
場
合
、
空
撮
画
像
を
合

成
し
た
地
図
状
の
画
像
と
住
宅
地

図
な
ど
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

迅
速
か
つ
効
率
的
な
捜
索
を
行
う
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
空
撮
の

後
、
ア
ル
パ
こ
ま
く
さ
に
場
所
を
移

し
て
、
模
擬
災
害
対
策
本
部
を
置
く

市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
地
図
状
に
合
成
し
た
画
像
を
共
有

し
ま
し
た
。
平
面
で
高
低
差
が
分
か

ら
な
い
と
い
う
課
題
は
あ
り
ま
し
た

が
、
単一の
空
撮
写
真
で
分
か
ら
な
い

俯
瞰
的
で
、
か
つ
、
地
図
と
重
ね
ら

れ
る
精
度
の
画
像
を
得
ら
れ
る
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
実
証
実
験
の

結
果
は
引
き
続
き
精
査
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。ドローン飛行の様子。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
９
月
19
日
、国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
曲
よ
り
、

認
証
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
仙
北
市
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
児
童
図
書
（
10
万
円
相
当
分
）
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
は
田
口
市

長
が
出
席
し
、
同
団
体
か
ら
目
録
を
拝
受
し
ま
し

た
。

　
同
団
体
か
ら
は
、
平
成
30
年
６
月
26
日
に
も
児

童
図
書
（
10
万
円
相
当
分
）
を
寄
贈
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
回
で
２
度
目
と
な
り
ま
す
。

　
９
月
13
日
に
は
、仙
北
市
在
住
の
会
員
も
含
め
、

５
人
の
会
員
の
方
々
が
角
館
庁
舎
を
来
訪
し
、
納

品
さ
れ
た
図
書
の
確
認
や
図
書
に
ラ
ベ
ル
を
貼
る

作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
早
速
、
各
ク
ラ
ブ
児
童
は
、
寄
贈
さ
れ
た
新
し

い
本
を
熱
心
に
読
ん
で
い
ま
す
。

放課後児童クラブに児童図書を
寄贈いただきました

国際ソロプチミスト大曲から

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
曲
の
皆
さ
ん
。

　
10
月
11
日
、
仙
北
市

と
大
仙
市
一
部
の
郵
便

局
長
10
人
か
ら
な
る
秋

田
県
東
部
地
区
郵
便
局

長
会
仙
北
北
部
会
よ
り

ノ
ー
タ
ッ
チ
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
（
非
接
触
型
自

動
手
指
除
菌
消
毒
器
）

と
消
毒
液
一
式
４
セ
ッ

ト
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
雲
沢
郵
便
局
長
で
部

会
長
の
石
川
博
之
さ
ん

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

経
る
中
で
も
少
し
で
も

安
心
し
て
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

可動式ノータッチディスペンサー
一式を寄贈いただきました

秋田県東部地区郵便局長会仙北北部会から

田沢郵便局の浅利文彦局長（中央）から受け取る田
口市長（左）。右は中川郵便局の石塚仁局長。

　10 月 2 日、八乙女運動公園テニスコート（大
仙市）で第 16 回仙北市ソフトテニス大会が開
催され、38 ペア総勢 76 人が参加しました。
参加者は、熱戦を繰り広げ、大会は大いに盛り
上がりました。結果は左記のとおり。（敬称略）

第16回仙北市ソフトテニス大会

大
会
の
様
子
。

優　 勝　武藏勇亨・高橋司（角館クラブ・田沢湖クラブ）
第 2 位　後藤一哉・高橋辰也（角館クラブ・同）
第 3 位　佐藤明広・鈴木裕介（西木クラブ・田沢湖クラブ）

第
１
部

優　 勝　新山基紀・猪本幸夫（角館クラブ・同）
第 2 位　西宮涉生・進藤天翔（西明寺中・同）
第 3 位　伊藤雅英・高橋輝昭（田沢湖クラブ・同）

第
２
部

優　 勝　澤山こころ・齋藤いちか（西明寺中・同）
第 2 位　安藤愛・三嶋愛美（神代中・同）
第 3 位　髙橋好彦・高藤久晴（角館クラブ・田沢湖クラブ）

第
３
部

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
30
日
、
堀
川
清
子
さ
ん

（
田
沢
湖
田
沢
）
が
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
自
宅

で
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
仙
北
市
か
ら
お
祝
い

と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

百
寿

清
子
さ
ん
（
中
央
）
に
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

堀
川
清
子

堀
川
清
子
さ
ん
さ
ん

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
10
月
４
日
、「
公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
表

彰
」
で
た
ざ
わ
湖
防
犯
巡
回
隊
が
功
労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

賞
を
受
賞
し
、
田
沢
湖
庁
舎
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、地
域
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、安
全・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

　
同
隊
は
平
成
16
年
４
月
に
設
立
。
長
年
に
わ
た
り
生
保
内

小
学
校
の
下
校
時
間
帯
に
青
色
回
転
灯
装
備
車
で
通
学
路
な

ど
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
き
た
ほ
か
、
月
初
め
に
は
校
門

で
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
る
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
佐
々
木
和
幸
隊
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
事
故
や
事
件
に
あ

わ
ず
安
心
し
て
下
校
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
動
く
防
犯

看
板
と
し
て
見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

安全・安心なまちづくりに貢献

たざわ湖防犯巡回隊が全国表彰受賞
左
か
ら
、
田
口
市
長
、
た
ざ
わ
湖
防
犯
巡
回
隊
の
佐
々
木

和
幸
隊
長
、
佐
々
木
誠
子
副
隊
長
、
事
務
局
の
黒
澤
文
喜

さ
ん
。

　

10
月
14
日
、
キ
ノ
コ
採

り
に
よ
る
遭
難
事
故
が
増

え
る
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
、

仙
北
警
察
署
と
仙
北
市
は

遭
難
事
故
防
止
に
向
け
て

入
山
者
へ
安
全
を
呼
び
か

け
る
た
め
、
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
９
時
か

ら
10
時
頃
に
か
け
て
仙
北

警
察
署
員
と
市
消
防
団
女

性
消
防
団
員
が
生
保
内
字

下
高
野
付
近
で
秋
田
駒
ヶ

岳
方
面
へ
向
か
う
方
々
に

遭
難
事
故
防
止
な
ど
の
注

意
を
促
す
チ
ラ
シ
を
配
布
。

通
り
か
か
っ
た
車
両
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
キ
ノ
コ
採
り

遭
難
の
注
意
を
呼
び
か
け

た
ほ
か
、
秋
田
焼
山
で
は

火
山
ガ
ス
が
噴
出
・
滞
留

し
て
い
る
危
険
エ
リ
ア
が

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
入
山

の
際
の
注
意
も
あ
わ
せ
て

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
キ
ノ
コ
採
り
で
入
山
す

る
際
は
、
無
理
せ
ず
下
記

の
こ
と
に
注
意
し
、
安
全

な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 入

山
者
に
注
意
注
意
を
呼
び
か
け

キ
ノ
コ
採
り
遭
難
・

秋
田
焼
山 

火
山
ガ
ス
に
注
意
！

入山の際の注意点
 家族に行き先を必ず伝える
 複数で入山する
 �遭難した時に備えて、携帯電話、水、食料、白色タ
オルを持参する（1 番目立つ色は白です）
 �日没が早くなっているので、早めの下山を心がける
 自分の体力、体調にあわせた行動をする

ク
マ
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　10 月 1 日、インスペック株式会社が SDGs の目標 11「住み続けら
れるまちづくりを」のテーマのもと、桜並木駐車場から武家屋敷通りに
向かう道路周辺で清掃活動を行いました。
　同社は、昨年から SDGs について学び、社内で組織する IGs 委員会を
中心に、日常的にどの項目で貢献できるかを考えた取り組みを実践して
います。
　清掃活動は、昨年に引き続き 2 回目の実施で、当日は社員やその家族
など大人 23 人と子ども 9 人の計 32 人が参加。歩道などに散らばった
落ち葉を集めたり、車道と歩道の境目に生えた雑草の除草作業などに汗を流しました。作業を終えるころには、団体で訪
れた観光客の皆さんがきれいになった歩道を歩いて武家屋敷の観光に向かっていました。
　同社ではこの取り組みのほか、農家の皆さんが収穫して自宅で処理しきれない野菜を会社に持ち寄り、希望する社員へ
配ることで野菜の無駄をなくすフードロス対策の活動なども行っています。これからも、地域社会に貢献できる活動を継
続していくことにしています。

インスペック株式会社が地域貢献活動SDGs の取り組み

清
掃
活
動
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
を
実
践
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
藤
村
愛
歩
さ
ん
。

ク
ス
ロ
ー
。
今
年
か
ら
同
競
技

を
始
め
た
と
い
う
石
川
さ
ん
は
、

夏
休
み
の
駅
伝
練
習
の
合
間
に

練
習
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。

　
全
国
大
会
に
向
け
て
石
川
さ

ん
は
「
全
県
大
会
で
は
優
勝
で

き
た
け
れ
ど
も
、
思
う
よ
う
な
記

録
が
残
せ
な
か
っ
た
。
全
国
大
会

で
は
普
段
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
全
力

で
投
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
な
お
、「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
53
回
Ｕ

藤
村
愛
歩
さ
ん（
神
代
中
3
年
）が
最
優
秀
賞

第
73
回
大
曲
仙
北
中
学
校
英
語
暗
唱
弁
論
大
会

　
８
月
26
日
、
大
曲
中
学
校
（
大

仙
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
73
回

大
曲
仙
北
中
学
校
英
語
暗
唱
弁
論

大
会
」
で
神
代
中
学
校
の
藤
村
愛

歩
さ
ん
（
３
年
）
が
暗
唱
の
部
で

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
英
語
の
上
達
や
国
際
親
善
な
ど

を
目
的
に
行
わ
れ
る
同
大
会
。
藤

村
さ
ん
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い

た
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の
マ
ラ
ラ
・
ユ

ス
フ
ザ
イ
さ
ん
の
英
語
ス
ピ
ー
チ

「Education First（
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
）」
を
暗

唱
し
ま
し
た
。

　

全
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
教

育
を
と
訴
え
た
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
ス

ピ
ー
チ
。
藤
村
さ
ん
は
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
先
生

と
一
緒
に
練
習
に
励
ん
だ
そ
う
で

す
。

　
大
会
を
振
り
返
っ
て
藤
村
さ

ん
は
「
大
勢
の
人
前
で
話
す
こ
と

が
苦
手
で
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
マ

わ
た
し
の
主
張
２
０
２
２　
ー
第
44
回
少
年
の
主
張
秋
田
県
大
会
ー

高
田
菜
花
さ
ん（
神
代
中
3
年
）が
最
優
秀
賞

戸
澤
悠
稀
さ
ん（
西
明
寺
中
3
年
）が
優
秀
賞

　

９
月
20
日
、
土
﨑
中
学
校
（
秋
田

市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
わ
た
し
の
主

張
２
０
２
２
―
第
44
回
少
年
の
主
張

秋
田
県
大
会
―
」
に
出
場
し
た
神
代

中
学
校
の
高
田
菜
花
さ
ん
（
３
年
）

が
見
事
最
優
秀
賞
に
、
西
明
寺
中
学

校
の
戸
澤
悠
稀
さ
ん
（
３
年
）
が
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
中
学
生
に
物
事
を
論

理
的
に
考
え
る
力
や
自
ら
の
主
張
を

正
し
く
伝
え
、
理
解
し
て
も
ら
う
力

な
ど
を
身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
県
か
ら
地

区
大
会
を
勝
ち
上
が
っ
た
13
人
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
県
南
地
区
大
会
で
の
優
秀
賞
を
経

て
全
県
大
会
へ
の
出
場
と
な
っ
た
高

田
さ
ん
は
「
風
も
月
も 

人
も
同
じ
」

を
テ
ー
マ
に
主
張
。
台
湾
の
学
生
と

の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
き
っ
か
け
に

台
湾
と
中
国
の
関
係
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

な
ど
の
世
界
の
情
勢
に
目
を
向
け
、

国
の
違
い
は
あ
っ
て
も
同
じ
人
間
と

し
て
違
い
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
訴

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
戸
澤
さ
ん
は
、
多
様
性
を

テ
ー
マ
に
、
そ
の
向
き
合
い
方
に
つ

い
て
主
張
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
代
表
と
し
て
北
海
道
・
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
出
場
（
ビ
デ
オ

審
査
）
し
た
高
田
さ
ん
は
「
ビ
デ
オ

審
査
は
、
観
客
の
前
で
発
表
し
た
県

南
大
会
、
全
県
大
会
と
環
境
は
違
っ

た
が
、
自
分
が
主
張
し
た
い
こ
と
を

は
っ
き
り
と
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う

に
発
表
で
き
た
と
思
う
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
戸
澤
さ
ん
は
「
わ
た
し
の
主
張
を

通
じ
て
、
自
分
と
は
違
う
考
え
方
や

視
点
を
も
つ
様
々
な
主
張
を
聞
き
、

日
常
生
活
で
も
多
く
の
視
点
か
ら
物

ご
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

優秀賞に輝いた戸澤悠稀さん。 最優秀賞に輝いた高田菜花さん。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

第
53
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
秋
田
県
選
手
選
考
競
技
会

石
川
才
稀
さ
ん
（
神
代
中
2
年
）
が
優
勝

　

8
月
27
日
、
秋
田
県
立
中
央

公
園
県
営
陸
上
競
技
場
（
秋
田

市
）で
開
催
さ
れ
た「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第

53
回
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会
秋
田

県
選
手
選
考
競
技
会
」
の
ジ
ャ

ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
女
子
の
部
で

神
代
中
学
校
の
石
川
才
稀
さ
ん

（
２
年
）
が
優
勝
し
、
本
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
タ
ー
ボ
ジ
ャ
ブ
と
呼
ば
れ
る

羽
根
付
き
の
投
て
き
物
を
投
げ
、

そ
の
距
離
を
競
う
ジ
ャ
ベ
リ
ッ

16
陸
上
競
技
大
会
」
は
10
月
21

日
か
ら
23
日
の
日
程
で
愛
媛
県

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
ラ
さ
ん
の
主
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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全国一斉 「女性の人権ホッ
トライン」強化週間
　法務局では、下記のとおり「女性の人権
ホットライン」強化週間を実施し、皆さま
からのご相談をお受けします。相談は無料
で、人権擁護委員と法務局職員が担当しま
す。相談内容についての秘密は厳守します。

【日時】11月18日金 ～24日木
　《平日》8:30～19:00
　《土・日曜日》10:00～17:00

【相談窓口】女性の人権ホットライン
　☎0570-070-810

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

Mitsuru Yuzawa Acoustic Live
　照明演出を多彩に取り入れ室内に幻想的な空間を作り出
し、アコースティックギター＆ブルースハープによる弾き
語りワンマンライブを開催します。興味のある方はぜひご
予約のうえ、お越しください。

【日時】11月6日日 ・13日日 18:30～19:30　　【場所】角館交流センター 第1研修室
【出演】湯澤満（角館町在住）　　【定員】30人（要予約）　　【入場料】無料
【申込・問合せ】湯澤満  ☎ 090-2980-0451

              MMiittssuurruu  YYuuzzaawwaa  AAccoouussttiicc  
LLiivvee 

【開催日】 2022 年11 月6 日（日）・13 日（日） 

【時 間】 午後 6 時 30 分～午後 7 時 30 分 
【会 場】 角館交流センター第１研修室（仙北市役所角館庁舎となり） 

【出 演】 湯澤 満（角館町在住） 
【定 員】 30 名 ※要予約・入場無料 
【申込・問合せ】 湯澤 満 ☎090-2980-0451 

照明演出により室内を幻想的なライブ空間に作り変え、アコースティックギター＆ブルースハープ（ハーモニカ）による弾

き語りライブを開催します。ご興味のある方はぜひお気軽にお申し込みください。感染防止対策として入場時の検温、マスク

着用、手指消毒にご協力をお願いします。室内の換気システムを稼働して行います。37．5℃以上の発熱がある方、のどの痛

みなど風邪の症状がある方、コロナ陽性者との濃厚接触がある方は入場をご遠慮いただくようにお願いします。 

    主催：Mitsuru Yuzawa Acoustic Live 実行委員会 後援：仙北市 

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

仙北市中央公民館
令和4年度生涯学習講演会
　「共生社会」の実現に向け多様性を認め
合い、性別や性的マイノリティ、障がい
の有無に関わらず、個性と能力を活かせ
る社会へ。会場でのリモート講演会です。

【日時】11月30日 水 14:00開演（13:30
開場）

【場所】西木総合開発センター 2階 集会室
【講師】塚田攻氏（彩の国みなみのクリ
ニック院長）

【演題】「多様性について LGBTQを出発
点として 身体障害を出発点として 2つ
の立場から」

【入場料】無料  　【定員】60人（要予約）
【申込期限】11月25日金
【その他】体調にご注意のうえ、マスクを
着用しお越しください。個別のリモー
ト配信はありません。

【申込・問合せ】仙北市中央公民館
　☎43-3535

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
9月受付分、敬称略
◆JA秋田おばこ助け合い組織協議会
◆渡辺広幸（岩瀬下タ野）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

仙北市社会福祉協議会
11月の心配ごと相談日

【日時・場所】 ▼ 9日水 13:00～15:00・市役
所神代出張所 ▼10日木 13:00～15:00・
社会福祉協議会角館支所 ▼16日水 13:00
～15:00・田沢湖総合開発センター ▼21
日月 10:00～12:00・中央公民館

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎52-1624

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

厚生労働省からの
お知らせ
　厚生労働省は、新型コロナウイル
ス感染症による小学校休業等対応助
成金・支援金として、子どもの世話
を保護者として行った労働者に対
し、有給休暇を取得させた事業主へ
の助成金や子どもの世話を行うため
に契約した仕事ができなくなった個
人で仕事をする保護者への支援金制
度を実施しています。
※対象となる休暇の取得期間について
11月30日まで延長となりました。

【専用コールセンター】
　☎0120-876-187（土日含む9:00
～21:00）

【問合せ】厚生労働省雇用環境・均等
局職業生活両立課  ☎03-5253-
1111（内線7929・7866）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を受
け、国の仕事などについての苦情や意見・
要望を受け付け、皆さんと関係行政機関と
の間に立って、その解決を図る「行政と住
民のパイプ役」です。仙北市の行政相談委
員は次の3人の方で、自宅で相談を受け付
けているほか、定例相談所を開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
（田沢湖）   ▼大楽進 ☎53-2690（角館
町）   ▼新山敦晃 ☎47-2746（西木町）

【11月相談所開設日・場所】 ▼ 9日水・市役
所神代出張所 ▼17日木・角館交流セン
ター ▼25日金・市役所桧木内出張所

【時間】13:00～15:00
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

11月は「労働保険未手続
事業一掃強化期間」です
　厚生労働省では、毎年11月を「労働
保険未手続事業一掃強化期間」と定め、
労働保険制度の周知と加入促進に取り組
んでいます。正社員、パート、アルバイ
トなどの名称に関わらず、労働者を一人
でも雇っている場合は、事業主は労働保
険の加入手続きを行わなければなりませ
ん。まだ、労働保険の加入手続きを行っ
ていない事業主の皆さんは、今すぐ加入
の手続きをお願いします。

【問合せ】秋田労働局  ☎018-883-4267

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

玉川ダムの流木を
活用しませんか？
　流木を無料配布します。薪・流木アート・
ガーデニングなどにご活用ください。

【申込期間】11月1日火 ～8日火 （応募者
多数の場合は抽選）※抽選となった場
合、抽選から漏れた方に別途連絡します。

【配布期間】11月17日木 ～19日土  
　9:00～16:00

【申込方法】ホームページの申込用紙に必
要事項を記入のうえ、玉川ダム管理所
まで直接お持ちいただくか、郵送また
はFAXでお申し込みください。ホーム
ページをご覧になれない方は、上記申
込期間中の平日9:00～16:00までに電
話でお申し込みください。提供場所に
ついては、別途ご連絡します。

【提供の方法】「個人の責任において」積
込んでいただきます。

【提供量】最大で一世帯、軽トラック1～
2台分です。（なるべく多くの方に提
供できるようにするため、ご協力をお
願いします）※詳細は玉川ダム管理所
ホームページ（http://www.thr.mlit.
go.jp/tamagawa/）をご覧ください。

【申込・問合せ】国土交通省 玉川ダム管理
所 管理係  ☎49-2170  FAX 49-2166

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

　膝は太ももの骨とすねの骨、ひざのお皿の骨からでき
ており、骨と骨の間には、滑らかで弾力性のある関節軟
骨があります。この軟骨が、膝の滑らかな運動を可能に
し、また衝撃を和らげています。変形性膝関節症は軟骨
が変性（軟化や亀裂）し、すり減るために起こるとされ
ています。男女比は 1：4で女性に多くみられ、高齢者
になるほど罹患率は高くなります。主な症状は膝の痛み
と水がたまることです。
　最初は立ち上がりや歩きはじめなど動作の開始時の痛
みを感じる人が多いです。悪化していくと正座や階段の
昇降が困難となり、末期になると、休んでいても痛みが
とれず、膝がピンと伸びず歩行が困難になることもあり
ます。変形性膝関節症は 40歳以上の 5人に 1人がかかる
とされ、原因は関節軟骨の老化によることが多いですが、
肥満や遺伝も関与していると言われています。そのほか
骨折なども影響する場合があります。

　変形性膝関節症の治療は、保存療法（手術を行わない
治療法）が基本です。特に初期なら、「生活改善」と「運動
療法」で十分によくなることが多いです。「生活改善」で
は「正座をする生活から、椅手に座る生活へ」、「しゃが
まないようにする」、「長時間立ち仕事は避け、頻繁に椅
子に腰をおろす工夫をする」など、膝に負担をかけない
生活を心がけます。重たい体重は、膝への負担となりま

すので、 正しい食事療法や膝に負担をかけない運動（水
泳やサイクリングなど）で肥満を解消することも重要と
されています。「運動」では、膝を支える太ももの筋肉を
強くすることが大事です。「片方の膝を伸ばしたまま踵を
10cm ほど 5秒間持ち上げ、下ろして 2秒休む」という
動作を、各下肢について 30 ～ 50回繰り返します。それ
を 1日3~4回行うことがすすめられています。

　膝の痛みで病院を受診していただいた場合には、問診
や診察を行い、触診で膝の内側が押して痛くないか、関
節の動きの範囲、腫れや O 脚変形などの有無を確認し
ます。画像検査として X 線（レントゲン）検査や必要に
より MRI 検査などを行ったりする場合があります。

　「膝の痛みが強い」、「なかなかよくならない」、その他、
膝のことでなにかお困りのことがありましたらお近くの
整形外科や、かかりつけの医師にご相談ください。

☎ 54-2111

市立角館総合病院から
お知らせ

病院
ホームページ

変形性膝関節症について
市立角館総合病院 整形外科 村田昇平

MRI では軟骨（左）
や半月板（上）の状
態を確認できます。

レ
ン
ト
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像
。
骨

と
骨
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間
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秋の火災予防運動のお知らせ
　11月6日日 から12日土 までの7日間、秋の火災予防運動が行われます。火災予防運動
期間中には消防職員が立入検査や防火広報、高齢者世帯への防火診断を実施します。また、
11月9日水 には仙北市内の小学校で、消防職員、団員が活動服や防火衣、救急服などを着
用して、「防火あいさつ運動」を実施する予定です。この時期は空気が乾燥し火災が発生しや
すくなっています。お出かけ前や就寝前には、もう一度火の元点検をよろしくお願いします。

【住宅防火 いのちを守る 10のポイント】

４
つ
の
習
慣

①寝たばこは絶対にしない、させない。
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
③こんろを使うときは火のそばを離れない。
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６
つ
の
習
慣

①火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使用する。
②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し10年を目安に交換する。
③火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類、カーテンは防炎品を使用する。
④火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し使い方を確認しておく。
⑤お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し備えておく。
⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより地域ぐるみの防火対策を行う。

【2022年度全国統一防火標語】「お出かけは、マスク戸締り、火の用心」
※火災予防運動期間中は、毎朝6:50に防災行政無線のサイレンが鳴ります。

【問合せ】角館消防署 予防班  ☎54-2302

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

11月11日  ～ 17日は
「税を考える週間」です
【テーマ：これからの社会に向かって】「税
を考える週間」の期間中は、租税の意義
や役割、税務行政の現状について理解
を深めていただくために、集中的に様々
な広報施策を実施します。国税庁ホー
ムページでは、「これからの社会に向かっ
て」をテーマとした特設ページを設け
て、各種取り組みについて紹介します。

【その他】国税庁ホームページ（https://
www.nta.go.jp）をご覧ください。

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
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広報担当者の広報担当者の

つつ
やや きき

ぶぶ

TS　私が単独で取材に行くと、
特に雨天のことが多く自分で
も雨男と自負しています（取材
先の皆さん、すみません）。と

ころが、複数人体制での取材は天気に恵
まれます。こんなことがプライベートで
もあり、子どもの応援に私が行くと、結
果を残さず、私が行くことができない時
に限って結果を残しているようです。天
気も含め私が応援に行くべきか、躊躇す
る日々が続きそうです。

SG　土日のイベントラッシュ
が続いた 9 月、10 月。広報係
2 人で毎週のように取材で市
内を駆け回りました。3 年ぶり

に開催されたイベントも多く、久しぶりに
会う人もたくさん。再会を喜ぶことがで
きるのも取材ができるからだなぁと実感
です。ただ、生活はコロナ前に戻りつつ
ある一方で、取材の多さに疲労は一向に
回復しません。

戸澤チヨ　 （94 歳・生保内字武蔵野）
新田艶子　 （95 歳・生保内字町田）
髙田東𠮷　 （93 歳・生保内字黒沢）
稲田末五郎 （92 歳・生保内字武蔵野）
井上好子　 （79 歳・生保内字武蔵野）
古村光文　 （88 歳・生保内字街道ノ上）
田代ハルヱ （97 歳・生保内字水尻）
三浦甚榮 　（90 歳・潟字前田）
藤川良子　 （96 歳・田沢字田沢々口）
羽川紀幸　 （71 歳・田沢字前田）
石崎富彌　 （81 歳・小松字羽根ヶ台）
佐々木ノブ （85 歳・岡崎字岡本）
上杉幸紀　 （78 歳・神代字野中清水）
髙橋幸子　 （75 歳・神代字三本塚）
細川イマ　 (92 歳・神代字戸伏松原）
佐藤勲　　 （87 歳・神代字戸伏）
安藤イヨ　 （97 歳・卒田字出口）
佐田良三　 （89 歳・上菅沢）
佐藤信雄　 （82 歳・中菅沢）

山本政夫　 （84 歳・上野）
小野市郎　 （79 歳・岩瀬下タ野）
能美幸子　 （95 歳・川原町）
木村敏子　 (93 歳・岩瀬町）
𠮷成誠子　 （98 歳・田町上丁）
浦山広幸　 (58 歳・田町上丁）
鈴木貞三　 （95 歳・山谷川崎大場）
黒澤ユキ　 (86 歳・山谷川崎下萩ノ台）
明平次彦　 （78 歳・山谷川崎下萩ノ台）
小林正吾　 (87 歳・小勝田中川原）
後藤清亮　 （88 歳・雲然荒屋敷）
髙村令　　 (92 歳・広久内舟場）
米澤勝子　 （93 歳・広久内舟場）
皆川榮治　 (96 歳・広久内徳右エ門川原）
髙橋マサノ （90 歳・広久内下中川原）
阿部喜葉　 (93 歳・上桧木内字桁沢）
中田幸子　 （95 歳・上桧木内字宮田）
進藤ツタ　 （105 歳・桧木内字松葉）
伊藤モト　 (94 歳・桧木内字松葉）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

57 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 4 年 10 月１日現在）

出生
6 人 23 人

死亡 転入 転出
19人

人口 24,285 人
（－ 47）　

男  11,273 人 （－ 29）
女  13,012 人 （－ 18）

世帯数 10,450 世帯 （－　7）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――99月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   9,064 人
角　館 11,237 人
西　木   3,984 人

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

高橋崚
りょうま

真　 （章典・生保内字武蔵野）

坂本凪
なぎ

　　 （好太・生保内字小杉沢口）

細川聖
せ な

夏　 （翔・上菅沢）

菊地碧
あおい

　　 （香円・西勝楽町）

戸澤愛
あ い と

翔　 （魁李・川原若神子）

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）仙北市カレンダー 11/１火    ～16 水   

ＩＮＤＥＸＩＮＤＥＸ

--111111
No.357No.357

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。

11/
１ 火 ●献血（詳しい時間、場所は広報10月16日号13ページをご覧ください） 10/16・P13

２ 水 ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00～16:00） P17

３ 木 ●市民会館自主事業 市民会館の活用を考えてみたらこんなことをやってみようと思った件（仙
北市民会館10:00～15:00）   10/16・P5

４ 金 ●健診結果説明会（田沢湖総合開発センター10:00～11:30） 10/1･P10

５ 土
●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P11

●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館10:00～） P11

●角館公民館 伝統芸能ミニフェス秋の陣（武家屋敷小野崎家正門側11:00～12:00）   10/16・P4

●中川地区イベント（中川コミュニティセンター9:00～16:00）   10/16・P19

６ 日 ● Mitsuru Yuzawa Acoustic Live（角館交流センター 第1研修室 18:30～19:30） P26

●中川地区イベント（中川コミュニティセンター9:00～15:00）   10/16・P19

　  7    月 ●こころの相談（角館庁舎 相談室10:00～10:50、11:00～11:50） P17

●健診結果説明会（田沢湖総合開発センター13:30～15:00） 10/1･P10

８ 火

９ 水
●オレンジカフェ（角館交流センター10:00～12:00） P16

●こころの相談（田沢湖健康増進センター13:30～14:20、14:30～15:20） P17

●行政相談所開設日（市役所神代出張所13:00～15:00） P26

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（市役所神代出張所13:00～15:00） P26

１０ 木

●ロープワーク教室（西木総合開発センター10:00～12:00） P10

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ10:00～11:00） P13

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所13:00～15:00） P26

●新潮社記念文学館朗読ボランティアやさいの花 第 11回定期朗読公演 しあわせ（あきた芸術
村田沢湖ビール内ホール10:30開場、11:00～12:00）   10/16・P19

１１ 金

１２ 土
●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） P11

●令和 4 年度仙北市障がい者ふれあい芸能文化発表会（角館交流センター10:00～13:00）  
10/16・P19

１３ 日
●大腸がん単独検診（西木総合開発センター9:30～11:30） P14

● Mitsuru Yuzawa Acoustic Live（角館交流センター 第1研修室 18:30～19:30） P26

●わらび座 This is Akita! かくのだて ver.（角館樺細工伝承館11:30、13:30《タイムスリップ11:00
～15:30》） 10/16・P19

１４ 月 ●大腸がん単独検診（田沢湖総合開発センター10:00～12:30） P14

●こころの相談（角館庁舎 相談室13:30～14:20、14:30～15:20） P17

１５ 火

●坂本梅子 詩の世界展（新潮社記念文学館 11月は9:00～17:00、12月～3月は9:00～16:30）
P11   令和5年2月26日まで  

●大腸がん単独検診（健康管理センター10:00～12:30） P14

●オレンジカフェ（下延住民センター14:00～16:00） P16

●若者の居場所（角館交流センター14:00～16:00） P17

１６ 水

●オレンジカフェ（ＮＰＯ法人かじか瀬スペース10:00～12:00） P16

●かだれ（田沢湖健康増進センター10:00～15:00） P17

●えくぼの会（角館交流センター10:00～14:00） P17

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13:00～15:00） P26

●健診結果説明会（神代就業改善センター9:30～11:00） 10/1･P10

2-3

4-7

8-9
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11
12-13
14-17
18-20
21-25

26-27
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30

仙北市新型コロナウイルスワク
チン接種推進本部からお知らせ
市役所からのお知らせ／令和 4
年度 市民意識調査の結果 訂正
とお詫び
持続可能な上下水道事業の運営
に向けて上下水道料金の改定を
検討しています
学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習
図書館情報局
子育てインフォメーション
保健と健康の掲示板
令和 3 年度決算をお知らせします
表紙の写真から／旬な情報チャ
ンネル
おしらせナビ／市立角館総合病
院からお知らせ
戸籍の窓口から／第 3 セクター耳
より情報
仙北市カレンダー／第39回伝統的
工芸品月間国民会議全国大会
広告

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所

 東風の湯スタッフ募集 !
清掃スタッフ（女性・1日 2 時間・週 3 日程度）
詳しくは「ハートハーブ」までお問い合わせください。
 仙北市民憩いの日  今月は 26 日㈯
仙北市民入浴無料！※仙北市民と確認できるものを持参ください。
 11 月の定休日のお知らせ
9 日㈬、24 日㈭は定休日のため休館します。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

 「湯治プラン」予約受付中 !
 11月1日㈫～令和5 年 3月31日㈮ご出発分
2 泊 3 日（5 食付き）1名様 11,000 円（ご延泊は 1泊 2 食付き 4,800
円追加。1室1名様ご利用の場合、ご宿泊1回につき1,100円追加。）
※�ご利用いただけない日もありますので、詳しくはお問い合わせください。
 各種ご会合・ご宴会に「日帰りプラン」
各種ご宴会やご会合などに  お料理 3,500 円
[ 特典 ] ①入湯料サービス　②カラオケ無料の特典つきです。
（ご送迎についてもご相談ください）
その他、お料理 3,000 円から承ります。
※�レストラン「かたくり」ではテイクアウトメニューもご準備しています。ぜ

ひご利用ください。
※ご飲食には、秋田県プレミアム飲食券をご利用いただけます。
 「温泉プール」好評営業中！
体力作り、運動不足解消やリフレッシュにぜひご利用ください。
▶営業時間
 平日13:30 ～ 20:00 ／土日祝日10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 17:00
▶利用料金　大人 400 円／小・中学生 200 円
▶プール入浴セット　大人 700 円／中学生 600 円／小学生 350 円
※仙北市在住の 75 歳以上の方は、プール利用料が無料となります。
　身分証明書をご持参ください。
 メンテナンス休館日のお知らせ
30 日㈬はメンテナンスのため休館します。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

 勤労感謝の日ランチ
11月 23 日㈬㈷　11:00 ～ 14:00　レストラン北蔵
1名様 1,500 円（なくなり次第終了とさせていただきます）
 絣展開催中　10 月 22 日㈯～ 11月 3 日㈭㈷　米蔵 2 階
皆さまのお越しをお待ちしています。

相馬豊一　 （97 歳・桧木内字松葉）
鈴木茂　　 (89 歳・桧木内字松葉）
猪本良三　 (81 歳・西明寺字松木台）
櫻田太持　 （89 歳・西明寺字桜田）
佐藤イチ　 (88 歳・西明寺字宮田）
田口勝子　 （84 歳・小山田字中村）

 地鶏山の芋きりたんぽ鍋セットご予約受付中 !
秋田県産比内地鶏・きりたんぽ・山の芋に加え、せり・ねぎ・きのこ・
自家製スープもセット！届いてすぐにお鍋を楽しめます♪
昔から愛され続けている田沢湖の郷土料理をご賞味ください。 
2 人前 4,900 円／ 4 人前 7,700 円 ※送料・手数料は別途です。
 営業期間のお知らせ
土・日・祝日営業します。
 「秋田県プレミアム飲食券」ご利用いただけます
 「仙北市民プレミアム商品券」ご利用いただけます

ートハーブ
田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00／土日祝 9:00 ～17:00ハ

KOUGEI EXPO in AKITA
第39回伝統的工芸品月間国民会議全国大会

　県内４つの国指定伝統的
工芸品（樺細工、川連漆器、
大館曲げわっぱ、秋田杉桶
樽）をはじめ、全国の伝統
的工芸品が一堂に会し、展
示・販売を行います。製作
実演や製作体験なども行わ
れます。エリアなかいちに
ぎわい広場では秋田の食と
伝統工芸品をともに楽しむ
イベントも開催！本県では
初開催となる全国大会にぜ
ひ足をお運びください！

■開館時間／10:00～17:00（20日は16:00まで）
■場所／秋田芸術劇場ミルハス、秋田市文化創造

館、秋田市にぎわい交流館、秋田県立美術館、
秋田アトリオンほか

■問合せ／秋田県地域産業振興課
　☎018-860-2231

〈会期〉　11月18日[金] ～20日[日]

 11月10 日㈭～令和 5 年 2 月 28 日㈫まで
 全国旅行支援割引適用できます
 ボジョレー・ヌーボー祭り
11月17日㈭  18:00 ～ 20:00 ／18:30 ～ 20:30 ／19:00 ～ 21:00
男性 5,500 円／女性 5,000 円
イベント＋宿泊プラン　男性 12,500 円／女性 12,000 円
※密にならないように会場を分散します。
※日帰りの方は割引が適用できません。あらかじめご了承ください。
 11月 26 日㈯ イイフロ祭り
 グラウンドゴルフのお知らせ
3 日㈭㈷　グラ・チャン大会　参加権利獲得者限定（500 円）
※参加権利：次の A または B を満たしていること。
A：4 月～ 10 月までの月例大会 7 開催中 5 開催以上に参加
B：�4 月～ 10 月までの月例大会で 20 位以内に入賞し、かつ 7 開催中 3 開催

以上参加
13 日㈰　玉納め大会 オ－プン参加（4,000 円）
※大会終了後、慰労懇親会を開催します。（送迎バス運行）
21日㈪より大会以外は無料開放します。
※各大会、昼食 450 円でご用意します。（事前申し込み）

葉館 角館町西長野古米沢 30-19
☎ 55-5888花
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